
 
 

神戸YWCA 夜回り準備会 

活動報告書 
 
 
 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

Vol. 4
2009 年 2 月 



 1 

報告書 VOL.4 を出すにあたって 

 2005 年秋にはじめて発行して以来、年 1 回のペースで作成してきた私たちの活動報告書も、今回

で４冊目となりました。今年度も無事、みなさんに活動報告書をお届けすることができ、たいへんう

れしく思います。 

 今回の報告書は、全４章から構成されています。第 1 章「夜回り準備会について」では、私たち

「神戸 YWCA 夜回り準備会」の活動内容・なりたち・方針などをまとめています。基本的な内容は

前回の報告書と同じものですが、私たちの報告書を初めて手に取っていただいた方には、最初に本章

をお読みいただければ、私たちの活動を理解していただきやすくなると思います。 

第 2 章「この 1 年間を振り返って」では、2007 年夏から 2008 年夏にかけての活動から見えてきた

ことを書き下ろしました。私たちの活動区域である神戸市灘区・東灘区では、この間、野宿者の減少

がみられました。しかし、それが野宿を強いられている人の生活の改善には必ずしも結びついていな

いという実態に、私たちは活動の中で何度も直面しました。また、2007 年 6 月から新たに始めた活

動である「夜中回り」についても、この章で紹介しています。 

 第 3 章「活動で出会った人々からの聞き取り」では、昨年に引き続き、私たちが活動で出会った

人からの聞き取りを行ないました。聞き取りにご協力いただいた３人はいずれも、現在野宿生活を送

っている、あるいはかつて野宿生活を送っていた方です。震災で仕事を失った話、バスケットボール

に熱中した若いころの話、いくつになっても仕事を続けたいという話――どれをとっても「ホームレ

ス」という言葉ではひとくくりにできない、その人その人の人生がありました。 

 最後の第 4 章では、活動に参加しているメンバーの感想を掲載しています。本会の活動や野宿の

ことから浮かび上がってくる問題は、多種多様な社会問題と密接に結びついています。そうした問題

の広がりを反映するかのように、活動に参加しているメンバーの思いにも、さまざまなものがありま

す。 

 活動報告書を作成するにあたっては、編集作業のあらゆる局面で、メンバーどうし、多くの議論を

行なってきました。そこでの議論は、ただ単に報告書をよりよいものにするということだけでなく、

私たちが自分たちの活動を振り返る上で、とても有益なものでした。この報告書を手に取られた皆さ

んからも、お読みになってのご感想やお気づきになったことをお聞かせいただければ、たいへんあり

がたく思います。 

（中村 祥規） 
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第 1 章 神戸 YWCA 夜回り準備会について 

 

 藤室 玲治 
 

 》1. 夜回り準備会の目的と原則 

 》2. 夜回り準備会の活動 

 》3. 夜回り準備会の沿革 

  
 

●写真 夜回りでテントを訪問し、そこに

住んでいる人の話を聞いている（2008
年 3 月 8 日）

1.夜回り準備会の目的と原則 

会の目的 

 「神戸YWCA 夜回り準備会」は、様々な理由で住

むところを失い、公園や路上で生活せざるをえない

人や、入院した後に帰る家がない人々が抱える様々

な困難について話を聞き、私たちができることにつ

いて支援してる団体です。こうした活動の目的を次

のように表現しています。 
野宿したくない人が 

野宿しなくてすむように 
野宿せざるをえない人の 

人権がそこなわれないように 

 今、日本では「正規雇用」「非正規雇用」の二分

化が進み、貧富の差が拡大しています。不況の中、

多くの人が失業の恐怖を感じながら働いています。

そして仕事を失い、家賃を払えなくなると、住むと

ころを失ってしまいます。 
 以前は、建築や港湾労働などの日雇いの仕事で生

計を立てていた男性が、ケガや病気によって、ある

いは年を取って仕事からあぶれて野宿に追い込まれ

ることが多かったのですが、今では、製造業での

「派遣切り」など、より多様な職種の労働者が、失

業によって野宿に追い込まれています。 
 こうして野宿せざるを得なくなった人は、医療か

らの排除や、追い立て・襲撃などの命に関わる困難

を抱えることになります。住所が無いために就職活

動もままなりません。また生活保護をはじめとした

社会保障を受けることも困難です。 
 私たちは、野宿している人々の人権がそこなわれ

ないように、さらには、そもそも人が住むところを

失わずにすむような社会の実現を目指し、活動して

います。 

 
活動上の原則 

 野宿している人の選択や尊厳を何よりも大切にし

たいと思っています。人間同士の信頼関係で成り立

っている活動ですので、野宿している人のプライバ

シーを侵したり、生活を損ねるような行為などがあ

コラム① YWCA とは？ 

 YWCA は、Young Women's Christian Association の

略で、日本語では「キリスト教女子青年会」という。

100 以上の国々にいる約 2500 万人の女性たちが力を合

わせて、女性があらゆる機会において社会参加、自立

することにより、平和な世界を実現するために働く、

国際的な会員運動体である。イギリスで最初に創ら

れ、日本では 1905 年に創立された。 

 現在、国内 27 の地域 YWCA では「憲法改悪を阻止

し、第 9 条を世界平和の礎にする」「『核』廃絶と、

自然エネルギー活用の運動を推進する」「子どもの権

利を守る」「女性への暴力の問題に取り組む」を運動

の課題として、さまざまなプログラムを行っている。 
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れば、活動を遠慮してもらう場合もあります。 

 
会の参加者について 

 この団体は神戸YWCA の会員活動グループであり、

神戸YWCA の本館や分室を拠点に活動しています。

夜回り準備会の目的に賛同して、活動原則を守るな

らば、年代・性別・宗教などは一切問わず、どなた

でも参加できます。活動に参加してみたいという方

は是非、奥付の連絡先までご一報下さい。 
 なお、継続的に活動する方には兵庫県ボランティ

ア共済への加入（年間 500 円、掛け捨て）をお願い

しています。 

 

2.夜回り準備会の活動 

活動内容 

 夜回り準備会では神戸市の灘区・東灘区において

「夜回り活動」と「病院訪問」を定期的に実施して

います。また、夜回りや病院訪問で受けた相談につ

いてより踏み込んだ支援が必要なときには、不定期

に「昼回り活動」を行っています。これには生活保

護の申請同行や、医療機関での診察への同行などの

活動が含まれています。毎月第 3 土曜日にはメン

バーでミーティングを開催し、活動を振り返り、各

種の行事を準備し、その他に会として必要な意思決

定を行っています。 
以下で、ごく簡単に「夜回り」「病院訪問」「昼

回り」の概要のみを紹介します。 

 
夜回り 

 夜回り活動は毎月 2 回、第 2 土曜日と第 4 土曜日

の夜に実施しています。野宿している人の安否を確

認し、神戸市の施設や民間の支援活動などについて

の情報を提供します。また、医療や生活保護を受け

たいという相談や、あるいは追い立てについての相

談を受けた場合は、本人の希望に沿って、こちらの

できることについて協力しています。 
 夜回りの日には 18 時に神戸 YWCA 分室に集合し

て準備を行ない、19 時に 3～4 つのコースに分かれ

て出発、野宿している人のところを訪問します。そ

の後 21 時には分室に戻り、各コースの様子を報告し

あい、今後、昼回りなどでフォローするべき案件な

どを確認した後、22時過ぎに解散します。 
初めて参加される人には、17 時に来てもらい、野

宿している人の問題や会の活動内容、活動上の注意

などについてのガイダンスを受けてもらっています。 
夜回りの際には各グループが以下に掲げるものを

持参して、野宿している人を訪問しています。 

お茶セット（コーヒー、紅茶、緑茶、味噌汁、スープな

ど）／毛布／ビラ類（「神戸の冬を支える会」「カトリッ

ク社会活動神戸センター」からのビラも含む）／薬（風邪

薬、胃薬、正露丸などの下痢止め）／乾パン／蚊取り線香

（主に夏） ／ カイロ（主に冬）／石鹸／下着類・ジャン

パー（要望があったときに昼回りで持参している）／おに

ぎり（第4週のみ） 

 夜回りでは物を「ほどこす」ことが目的ではなく、

医療や生活保護、追い立てなどについて話を聞き、

可能な支援につなぐためのコミュニケーションを取

ることを主な目的としています。ただ、話のきっか

けとして、お茶などをすすめています。また厳しい

野宿生活の中で必要になるであろうささやかな物品

については寄付などで集めて配っています。 
 また、おにぎりを結んでくれるボランティアが第

4 週に活動していて、その時にはおにぎりを配って

います。 
 2007 年 6 月からは、新たに「夜中回り」と称して

深夜の時間帯にしか会えない人を訪問する活動を始

めました。現在では毎月 1 回、第 4 土曜日の夜回り

活動後に実施しています。深夜 0 時 30分ごろから開

始し、3時ごろに終了します。 

 
病院訪問 

 病院訪問は毎週木曜日（午後）に活動しています。

夜回りで知り合った野宿していた人が入院している

病院や、その他にも退院した後に帰る家がなくて野

宿生活になりかねない人のところを訪問しています。 
「病院訪問」の目的は主に 2 つです。ひとつは、

入院生活における困難を軽減し、治療が中断されな
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いようにすること、2 つめは（本人が希望するな

ら）退院後に野宿生活に戻らないように手伝うこと

です。 

 
昼回り 

 「昼回り」は「夜回り」「病院訪問」で知らされ

た問題（医療、住居確保から生活保護受給、追い立

てと襲撃など）をフォローするために行なわれます。

また夜回りでは気がつかない人を探したり、夜回り

ではゆっくり聞けなかったことを聞かせてもらった

りすることも課題です。 

 

3.夜回り準備会の沿革 

阪神・淡路大震災の救援活動から 

 ここでは神戸YWCA 夜回り準備会の成り立ちから

現在までのあゆみについて簡単に紹介します。 
 そもそも、神戸YWCA での野宿している人への支

援活動は、1995 年 1 月 17 日に発災した阪神・淡路

大震災の救援活動がきっかけで始まりました。 
阪神・淡路を襲った最大震度 7 の都市直下型地震

では死者 6,434 名という戦後未曾有の被害が発生し

ました。住宅被害も甚大で、186,175 世帯が全壊、

274,181 世帯が半壊し、多くの人が一瞬にして住む

家を失いました。当時、神戸市中央区上筒井にあっ

た神戸YWCA 本館も住むところを失った人の避難所

となりました。 
 

テント村での活動 

 学校などの公的避難所は人であふれかえっていま

した。避難所に入れなかった人々は、倒壊した自宅、

公園や空き地のテント、あるいは自動車の中で避難

生活を送っていました。震災後 1 週間ほどから、そ

うした公的避難所の外にいる人々へ、神戸YWCA 救

援センターのボランティアが物資や情報を届けて回

りました。 

 
「ホームレス」との出会い 

 一ヶ月ほど経った頃、公園のテント村を訪問して

いたときに、ある住民から「向こうのテントの住人

には物資を配らなくてよい」と言われたことがあり

ました。その「向こうのテント」に暮らしている人

は、震災前から住むところを失っていた人、いわゆ

る「ホームレス」でした。多くの被災者が野宿して

いた当時の神戸で、こうした差別があったのです。 
 この件について、救援センター内で議論を行いま

した。そこで「震災によって家を失った人であろう

が、そうでない理由で家を失った人であろうが、区

別する理由がない」ということで、その後も同じよ

うに対応することとなりました。 
 

「神戸の冬を支える会」の結成 

 1995 年初秋より、神戸市内で同じように震災救援

活動をしていて、「罹災証明を持たずに」つまり震

災以外の理由で家を失って野宿をしている人を支援

しているいくつかの団体が集まり「神戸の冬を支え

る会」が結成され、神戸YWCA 救援センターもその

構成団体の一つとなりました。 
この｢支える会｣は、年末に野宿をしている仲間た

ちで支えあって冬を乗り越えるために、市役所南の

東遊園地にテントで「冬の家」を開設しました。こ

こに神戸YWCA 救援センターからも毎日ボランティ

アを派遣しました。冬の家を建てて神戸市と交渉を

重ねた結果、更生援護相談所の施設改善を勝ち取り、

冬の家は撤収することとなりました。 
 

夜回り活動の開始と展開 

 しかし、まだまだ寒い日が続いているため、支え

る会の呼びかけに答えて、1996 年 2 月中の毎週土曜

日、カトリック中山手救援本部や支える会の協力を

得ながら、中央区（東部）と灘区で夜回りを始めま

した。これが私たちの「夜回り」活動のはじめにな

ります。 
 1997 年には、野宿している人の状況把握のため、

厳冬期以外にも月 1 度くらいのペースで生田川から

石屋川あたりの夜回りを続けていました。1997 年 9
月ごろには、青木フェリー乗り場の待合室で暮らし

ている人がいるという情報を得て、訪問の範囲を東
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灘区まで広げました。 

 
「夜回り準備会」の発足 

 1998 年 3 月末には救援センターの活動は終了しま

した。4 月より新たに神戸 YWCA 震災復興委員会が

発足しました。この震災復興委員会では救援センタ

ーからいくつかの活動を引き継ぎましたが、その内

のひとつが「夜回り活動」でした。 
 この活動を行うグループの名称については、話し

合い考えたあげく「夜回り準備会（仮称）」となり

ました（現在では「（仮称）」はとっています）。

どうもピッタリとくるネーミングが見つからなかっ

たという事情によるものです。 
 このころから、毎月第 2・第 4 土曜日の夜回りと

第 3土曜日のミーティングが恒例化しました。 
 1999 年からは「病院訪問」や福祉事務所への同行

などの「昼回り」の活動も始り、現在にまで続く活

動のスタイルが定まりました。 

 
神戸大学学生震災救援隊との関係 

 2001 年に神戸大学の学生と地域の人で開催するお

祭り・灘チャレンジが灘区の都賀川公園で開催され

ると知り、そこで野宿の人を追い立てるようなこと

をしないで欲しいと、学生たちに申し入れに行きま

した。このことがきっかけとなり、私たちも野宿の

問題をアピールするためにこの年の灘チャレンジか

ら参加するようになり、現在まで毎年出店するよう

になりました。 
 またこのお祭りで神戸大学の学生震災救援隊との

関係ができ、2003 年 2 月には神戸大学が主催し学生

震災救援隊が企画している神戸大学ボランティア講

座の実習生を初めて受け入れ、現在にいたります。 
 2004 年度、救援隊の学生たちが、灘チャレンジで

「ホームレス」をテーマにした風刺劇の上演を企画

し、その実施に「夜回り準備会」も協力しました。

またこの年に、灘チャレンジ当日の会場で、敷金な

しで物件を紹介しても良いという大家さんからの申

し出も受けることができました。そのおかげで、居

宅を希望する人への対応がスムーズに進むようにな

りました。 
 現在は、救援隊のメンバーの何人かが、夜回り準

備会の活動に定期的に参加しています。また「夜中

回り」の際の活動拠点も救援隊に提供してもらって

います。 

 
地域活動委員会の発足 

 神戸YWCA では 2002 年 4 月から、いままでの震

災復興委員会を解散して新たに地域活動委員会を立

ち上げました。「夜回り準備会」もこの地域活動委

員会に所属するグループということになりました。 

 
2004 年度「ホームレスをめぐる 4 つの話」 

 2004 年度には「ホームレスをめぐる 4 つの話」と

題した連続講座を開催しました。「神戸の冬を支え

る会」の青木茂幸さん、静岡大学の笹沼弘志さん、

大阪の「長居公園仲間の会」の中桐康介さん、ルポ

ライターの北村年子さんの 4 名にお話していただき

ました。その内容は講演録にしてまとめてあります。 

 
2005 年度以降の活動 

 2005 年度には神戸大学学生震災救援隊が応援して

いる「学童保育所どんぐりクラブ」で、学童保育所

卒業生の中学・高校生相手に「野宿の問題」につい

て話しました。また 2005年度から、活動内容につい

て取りまとめた「活動報告書」も作成するようにな

りました。 
 また 2006 年度と 2007 年度には神戸市の「シル

バーカレッジ」にメンバーが講師として招かれて、

野宿の問題について話をしています。 
 現在、情報を発信する機会も増え、新しく活動に

参加してくれる人も多くいます。一方で訪問してい

る野宿している人の数は減少傾向にあります。 
 しかしながら、襲撃や追い立てなど、私たちが取

り組むべき課題は減っていません。今の私たちの活

動と課題について、次の第2 章をご参照下さい。 
（ふじむろ れいじ） 
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コラム② 「ホームレス」という呼び方について 
 夜回り準備会は、いわゆる「ホームレス」の問題に取

り組んでいる団体といえる。しかし私たちはなるべくこ

の言葉を使わないようにしている。 

 かつて、公園や路上で生活している人は「浮浪者」と

呼ばれていた。例えば 1983 年に横浜で、十数人の中学

生が面白がって、山下公園他で寝ている 3 人の日雇労働

者を殺し、20 人ほどに怪我をさせた事件があり、この

ことを当時の新聞は「横浜浮浪者連続殺傷事件」という

大見出しで報じていた。これに対して日雇労働者の組合

は、自分達は仕事が途切れて収入がなくなると、宿泊料

を払えなくなって野宿するしかない、その時に「浮浪

者」として扱われるのは差別的だと批判した。「浮浪

者」ではなく、失業した労働者なのだ、と主張したので

ある。 

 日雇労働者の平均年齢が高くなり、働けない（病気・

障害・高齢）者が増えるとともに、全国的に支援運動が

増えてきた。その中で、自分達の運動をどう呼ぶか、言

いかえると野宿している人をなんと呼ぶか戸惑いがあっ

た。幾つかの例をあげると、「野宿労働者の人権を守る

……の会」「野宿者人権資料センター」「……野宿生活

者の……を守る会」「……野宿労働者の生活・就労保障

を求める連絡会議」「日雇労働者の人権と労働を考える

会」等々、「浮浪者」ではない呼び名を模索して来たよ

うに思われる。「野宿者」「野宿労働者」「野宿生活

者」等の表現はこうした苦心の表れである。  

 マスコミも「浮浪者」の代わりに様々な呼び方を模索

してきたが、近年では「ホームレス」と言うカタカナ語

が使用されることが多い。この言葉は「浮浪者」よりは

スマートに聞こえるので使われるようになったのだろ

う。しかし、意識の中では「浮浪者」の言い換えに過ぎ

ないのではないだろうか。「ホームレス」には「どこと

なく怪しい、普通でない」「不審者」「ルンペン」とい

う語感がつきまとう。 

 カタカナの「ホームレス」は、もちろん英語の ” the 

homeless” から来ている。しかし英語の用法であれ

ば、災害や戦災の被災者で家を失い、避難所や知人宅、

難民キャンプに身を寄せている人のことも ”homeless 

people” と呼ぶ。しかし日本のマスコミが災害で家を失

った被災者のことを「ホームレス」と報道することはな

い。また阪神・淡路大震災のときには、被災して家を失

った人自身が、公園で隣にテントを張っている人のこと

を「あっちに住んでいるのは『ホームレス』だから支援

せんでえぇ」と差別的に表現したこともある。 

 こうした例から分かるようにカタカナ語の「ホームレ

ス」には単に今は住む家がない人を表現するという以上

の、かつての「浮浪者」という言葉に通じる差別的な語

感がただよっている。だから私たちは「ホームレス」と

いう言葉を避けている。 

 とはいえ「野宿者」や「野宿している人」という表現

も難しい。「野宿者」と言うと、その人の人格全体が

「野宿」と言う色に染まって見えてしまう。確かに、野

宿している人なのであるが、その人が同時に日雇い労働

や都市雑業に従事する労働者であること、様々な工夫と

やりくりをして日々を送る生活者であること、権利の主

体であり社会を構成する市民であるということが見えに

くくなってしまうのではないかと思う。とはいえ、現状

では他に良い表現も見当たらないので「野宿している

人」という言葉を使っている。 

 また、法律・行政用語としての「ホームレス」という

言葉にも注意しなければいけない。2002 年 8 月 7 日

「ホームレスの自立の支援等に関する特別措置法」が施

行された。ここに日本の法令上はじめて「ホームレス」

という言葉が登場し、次のように定義された。 

「この法律において『ホームレス』とは、都市公園、河

川、道路、駅舎その他の施設を故なく起居の場所とし、

日常生活を営んでいる者をいう」。ここで「故なく」と

いうのは列挙されている「施設」を管理する側にとって

「故なく」ということだ。寝ている側の事情として「故

なく」して「ホームレス」である人に私たちは出会った

ことがない。 

 さらに厚労省は、この定義に基づいて、いわゆる「ネ

ットカフェ難民」などは「ホームレス」ではないとし

て、かわりに「住居喪失不安定就労者」と名付けてい

る。「住居喪失」と言っているのに「ホームレス」では

ないと言い張っている訳だ。 

 こうした定義に納得できない私たちとしては、安易に

「ホームレス」という言葉を使うことはできない。 
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第 2 章 この 1 年間を振り返って（2007.7-2008.7） 
 
 鍋谷 美子 
 村川 奈津美 
 

 》はじめに  》1. 夜回りを通して 

 》2. 昼回り・病院訪問より 

 》3. 夜中のこと  》おわりに 

 
 
 

はじめに 

 また一年、淡々と夜回りを続けている間にも、私

たちの訪問する先ではいろいろな変化があります。

その全てとは言えませんが、私たちの夜回り範囲で

見えてきたこと、そこから読み取れることを、書い

ていきたいと思います。 

 毎年変わらず行っている一斉夜回り（9p【コラム

③】参照）の結果を見ると、昨年に比べ、やはり出

会う人は減少傾向にあります。2007 年の一斉夜回り

時、出会った人は 20 人でした。そして 2008 年 7 月、

出会った人は 14 人。一斉夜回りの結果として報告し

たのは、のちに述べる夜中回りで出会う 4 人も足し

た 18 人です。数でみると昨年度に比べると、微減と

いった感じです。それでもあらたに野宿になったと

いう人には出会い続けています（ただ、神戸市全体

の結果を見ると、人数は数年ぶりに増加に転じてい

ます）。その中で、私たちが気になったのは、数の

変化より、野宿している状態の質の変化でした。前

号の報告でも書きましたが、人数は減っても、より

不安定な形で生活している人が増えてるのではない

か、という実感がさらに強められたように感じます。 

 この 1 年の間に、私たちは普段の夜回りとは別に、

時間帯や場所を変えて夜中に回る訪問活動（以下、

「夜中回り」）をしてみました。すると、最近野宿

になり、どうしていいか途方に暮れていた、という

人たちにほとんど毎回出会うのです。そういう人た

ちには、荷物になるし置いておくところもないとい

うことで、毛布さえ渡せないことも多いです。つね

に移動を強いられる生活のため、物をどこかに置い

ておくということが困難なのです。 

 

２. 夜回りを通して 

一斉夜回り結果から 

 まず、一斉夜回りの結果を見比べてみたいと思い

ます。2007 年 7 月の一斉夜回り時に出会ったのは 20

人。この中で、2008 年の一斉夜回り時にも継続して

会ったのは 9 人。居宅に移っていたのが 2 人。行方

不明が 7 人。そのとき拘置所にいた人が 1 人。亡く

なった人が 1 人でした（【表1】参照）。 

 また、一斉夜回りと同時期に、夜中回りで出会っ

た人の数も数えてみたいと思います。2007 年 6 月末

に初めて行われた夜中回りですが、それから 2008 年

7 月までに出会った人は 14 人（名前の分からない人

や、1 度きりの人は含みません）。その中で、居宅

に移った人が 2 人。更生センターで保護を受けた人

が 1 人。継続して出会っている人が 6 人。行方不明

が 5 人です（【表2】参照）。 

 どちらも、居宅や更生センターに移った人は、一

人をのぞいて私たちが同行し、生活保護を申請しま

した。そして、その人たちは例外なく「最近野宿を

●写真 O さん（10p 参照）が住んでいたベ

ンチ。O さんが去った後、手すりが付けら

れた（2008年 3月 8日） 
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始めたばかり」であったり、テントを持たず、仕事

もままならない、という人たちばかりでした。 

 
【表1】この1年間に出会った人の変化（夜回り）

(2007.7-2008.7) 

理由 人数 備考 
継続 9人  
居宅生活 2人 うち、生活保護1人／年金1人 
行方不明 7人 他の場所で再野宿など 
拘置所 1人  
死亡 1人 テントの中で死亡 
計 20人  
 
【表2】この1年間に出会った人の変化（夜中回り）

(2007.7-2008.7) 

理由 人数 備考 
継続 6人  
居宅生活 1人 生活保護 
行方不明 5人 他の場所で再野宿／仕事場に居候

など 
施設 1人 更生センターに入所 
計 14人  

※表には、夜回り・夜中回りで出会ったものの、すぐにいなくな

った人などは含んでいない。 

 

行方不明の人 

 いなくなった人たちは、去年は実は、どこか別の

場所で野宿しているという場合や、居候している、

ということが分かっていたケースがほとんどでした。

なので、実際に居場所の分からなくなった人という

のはいなかったに等しいのです。しかし、今年出会

っていた人たちでいなくなった人は、夜回りと夜中

回りを合わせて 12 人。その中で、所在を他の人から

でも聞いているのは 2 人ほど。あとは、全くどこへ

行ったのかも分からないという状態です。このこと

が何を意味しているか。 

 これまで、野宿している人が減っていると言って

きましたが、その多くはテント生活をし、長い間夜

回りで関わってきた人ばかりでした。しかし、最近

はそういった人たちはほとんど見られず、公園の東

屋にしばらく（テントを張らずに）暮らし、いつの

間にかいなくなる、というように、定住はしない形

で暮らしている人がほとんどです。行方不明になっ

た人だけを見ても、周りや夜回りとの関係をそれほ

どつくらないままに、いなくなるというケースが多

く見られました。私たちが関係をつくりきれていな

いということもありますが、その中にはアルミ缶集

めなどの仕事を持っていない人も多く見られました。 

 野宿している人は、仕事をする中で、他の人と繋

がっていることがよくあります。遠くに住んでいて

も、アルミ缶や荒ゴミ集めをする中で、ゴミの収集

場で出会うことで、情報を交換していたり、人間関

係をつくっているようなことがままあります。近く

で野宿している人との関係はそんなにないが、アル

ミ缶集めで知り合った友達はいる、ということも少

コラム③ 一斉夜回り 

 神戸市内でどれだけの人が野宿しているのか。神戸市は

毎年調査していて、野宿者対策の根拠にしているが、その

結果は野宿者支援をしている側の実感を下回る。そこで独

自の調査が必要だと考え、1999 年から毎年 1 度、市内の

諸支援団体（神戸 YWCA は灘区・東灘区を担当）が、7

月はじめに一定の日時を決めて一斉に野宿している人の数

を調査している（取りまとめ「神戸の冬を支える会」）。 

 今年までの調査集計結果は以下の通り。 

年 男性 女性 不明 合計 前年比 

2008年 163 5 0 168 107.01% 

2007年 155 2 0 157 73.71% 

2006年 208 4 1 213 66.98% 

2005年 305 9 4 318 81.54% 

2004年 370 18 2 390 88.44% 

2003年 419 14 8 441 90. 37% 

2002年 470 12 6 488 111. 42% 

2001年 416 8 14 438 86.56% 

2000年 464 13 29 506 101.40% 

1999年 472 14 13 499 － 

 ここ数年、神戸市内に関しては、減少の傾向がみられて

いたが、2008 年、6 年ぶりにわずかながら増加に転じた。

私たちの担当する灘区・東灘区では 2007 年の 21 人から

2008年は18人となり、微減である。 

 同時に 2007 年 7 月から 2008 年 7 月にかけての 1 年間

で「神戸の冬を支える会」の生活相談により 117 名が野宿

から脱却している（生活保護 114 名・年金受給 1 名、帰郷

2名）。 
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なくありません。なので、そういう仕事を持ってい

ないということは、その人の人間関係にも大きく影

響します。仕事とは、生活していく糧を生み出すだ

けでなく、その人が属する関係や社会に繋がってい

くための大きな要素なのだと分かります。 

 気づけば、少なくとも私たちの知る限り、ここ数

年あらたにテントが張られるということはないよう

に思います。そして後で書きますが、きちんとした

選択肢も示されることなく追い立てられることも、

見られるようになっています。 

 
O さんのこと 

 灘区内の公園の東屋の下のベンチを寝床としてい

て、私たちが 3 年近く訪問し続けていた O さんとい

う方が、ある日忽然と姿を消してしまいました。私

たちが最後に会ったのは 2007 年 8 月 25 日の夜回り。

その次の夜回りである 9 月 8 日には荷物がなくなっ

ていました。その後 10 月になっても O さんがいな

い日が続き、他の野宿している人からは「あそこは

撤去されたのではないか」という噂も耳にしました。

そこで、10 月 25 日に、「追い立てなどはなかった

か」と神戸市の広聴課へ問い合わせました。その回

答を待っている間、10 月 27 日の夜回りで訪問した

際に、O さんのいたベンチのペンキが塗り替えられ、

真ん中に仕切りがつけられていました。これを見て、

神戸市による追い立てがあったのではないかと考え、

11 月 1 日に直接公園管理課へ行きました。 

 その時に対応した、管理係長の話によると、少年

野球の父兄や近所の人から、以前から東部建設事務

所のほうへ苦情があったそうで、それを受けて 8 月

の末に、公園管理課の巡回の職員が訪問したとのこ

と。ただしその際、「追い立ては違法であり行なっ

てはいない」とのことでした。また、ベンチの塗り

替えと仕切りの取り付けの件は公園管理課では把握

していない、東部建設事務所が行ったのではないか、

ということでした。 

 そこで翌週 11 月 8 日、東部建設事務所へベンチの

工事の根拠を聞きに行きました。その時に対応した、

公園緑地担当主幹の話によると、訪問した公園管理

課の巡回の職員を中心に、公園管理者の立場から、

「ひとりで東屋を使うのは困る」「もっとちゃんと

したところへ」など、何度か話をしに行ったそうで

す。また、隣接する市営住宅からも「公園にあんな

のはよくないのではないか」「行政のほうで出て行

かせて」「そういう人がいるのが不安」といった苦

情があったそうで、それに対しては「人権の問題が

あるので追い出すのは難しい」と回答をしたそうで

す。 

 ベンチの塗り替えと仕切りの件に関しては、塗り

替えは老朽化のため、仕切りは、「公園施設の適正

利用を促進するため」とのことでした。「適正利

用」というとわかりにくいのですが、「ベンチは寝

るものではなく、本来座るものである」という考え

に基づいているそうです。つまり「寝れないよう

に」仕切りをつけたということです。そして今回の

仕切りに関しては、やはり住民からの苦情で設置し

たとのことでした。 

 これだけではわからないこともあったので、数ヵ

月後に実際に公園に行った公園管理課の巡回の職員

を訪ねることにしました。彼の話によると、9 月の

初め頃、O さんが公園近くの駅の周りをうろうろし

ていたとの自治会の方からの苦情が東部建設へまわ

り、訪問ということになったそう。ただ、これが初

訪問ではなく、それまでにも何度か訪問していたそ

うです。 

 住民の中には嫌がっているひともいるんだから、

更生センターに行くんなら行ったらどうかと促すう

ちに、大阪にご家族のひとりがいるということがわ

かり、フルネームと連絡先を言ったら、電話持って

ないやろうから連絡したろ、という話の流れになり、

すると、それならば出ていく、ということになった

そうです。 

 O さんの立ち退きの日はこの巡回の職員と東部建

設事務所の公園緑地担当主幹とで見送ったそうです。

福祉部局のひともいなければ、私たちにも何の連絡

もなしでした。前任の巡回の職員は、公園に住んで

いるひとについてよく私たちに相談してくれていま

した。もし私たちに連絡があれば、O さんの話を
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もっとよく聞いたうえで、これからのことを一緒に

考えられたかもしれません。神戸市は、私たち民間

の団体とも連携すると自立支援計画に明記している

のに、それはおろか、福祉部局とすら連携できてい

ないのです。 

 しかし、O さんから直接私たちへ連絡がなかった

ことは悔やまれます。追い立てに遭った時など、

困った時に相談してもらえるような関係が築けてい

なかったということを、反省するとともに、そのよ

うな関係を築くことの難しさを、今回改めて痛感し

ました。 

 今回、O さんはこの公園を去ることになってしま

いましたが、また別の公園に行くことになったら、

結局のところ状況は何も変わりませんし、むしろ、

去ることになった本人にとっては、状況が悪くなる

ことが多いです。だから、私たちはあらゆる追い立

てに反対しています。しかし、やむをえず神戸市が

移動を求める場合、野宿している人の人権を守るた

めに、どういう手続きを取らねばならないかを、私

たちは震災の後に神戸市と約束したのですが（右

【コラム④】参照）、その約束が守られていなかっ

たと言わざるをえません。例えば今回、東部建設事

務所から福祉事務所へも更生センターへも連絡はあ

りませんでした。今後も、定期的に神戸市に対して、

約束について確認していく必要があるということを

痛感しました。 

 また、今回、話し合いの過程で、たびたび「住民

の苦情」がその理由としてあげられました。しかし

こちらが、「その苦情は記録しているのか」と尋ね

ると、はっきりとした返事はなく、苦情の内容もあ

いまいでした。そんなあいまいな根拠で、野宿して

いる人の人権に関わるような追い立てが行われるの

です。さらに、もし苦情の内容が「いるだけで怖

い」というようなものだったら、それは野宿してい

る人に対するいわれのない差別なので、それこそ

「人権」の立場から、ひとが野宿に至る背景なども

含め、苦情を言って来たひとに話をするべきでしょ

う。 

 O さんは今、どこでどうしているのでしょう？ 

コラム④ 追い立てについて 

 阪神・淡路大震災以来、神戸市が野宿している人の追い

立てや所有物を撤去することに対して、野宿している人と

支援するグループ（カトリックの現地救援本部やＮＰＯ法

人になる前の「神戸の冬を支える会」など）は抗議を行

い、何度も神戸市と話し合いをしてきた。以下を文書で申

し入れた、文書の回答はなく、話し合いの中で了解しあっ

た。 

1.一方的に追い出したり、生活に必要な物資を撤去したり

しない。基本的に追い立てはしない。 

2.野宿している者の人権、生きる権利、人間の尊厳を大切

にし、差別をしない。 

3.やむを得ず、移動を求める必要がある場合は、以下の手

続きを取ること。 

ア 移動を求める理由を本人に説明すること。 

イ これは、追い出しではなく、移動を求めることだか

ら、次に住むところを用意し、本人が理解し納得した

上で、本人が移動すること。（本人が希望すれば手伝

ってもよい） 

ウ 生活用品は本人が納得しなければ、撤去や廃棄はでき

ない。 

エ 移動をする必要性を本人が納得できるために、少なく

とも 1 ヶ月以上前までに（市は 2 週間前と言ってい

る）、文書と口頭で、移動してほしいことを伝え、説

明すること。 

オ 文書には次の内容を含めること。（1）移動を求める

理由、（2）移動先、（3）移動の期限、（4）文書を

張った日付、（5）部署と責任者と担当者名、（6）連

絡先 

カ 保健福祉局などと連携して、本人の状態に応じて、移

動先や医療、生活保護や仕事などについてきめ細かく

対応できる体制を整えて、相談に応じること。 

 私たち夜回り準備会でも、上の内容をビラにして、野宿

している人に配布している。移動を要請しに来た市職員に

見せるためのビラもある。 

 しかし現実には、その約束が守られていないと感じるこ

とが多い。特に最近では、公園管理などの現場の職員が、

こうした約束の内容を把握していないこともあり、何か起

こるたびに、申し入れを行っていくしかないと感じてい

る。 



 12 

元気でいてくれることを祈るばかりです。 

 
亡くなった人 

 夜回りで出会っていた人で、1 人がこの間に亡く

なりました。その人、F さんは、2007 年 8 月に仕事

仲間と海に遊びに行き、そこで溺れて亡くなったと

いうことでした。Ｆさんは、人づてでつながりのあ

る仕事をずっとしており、自分は食っていけてるか

ら、回らなくていい、といつもは訪問していません

でした。必要があるとき、例えば労災に遭い困って

いる友人の相談を私たちに持ちかけてきたり、とい

う付き合いでした。急な死で、周りに住んでいた人

たちも、私たちも言葉もなかったのですが、住んで

いた車の付近に花を手向けました。 

 

2. 昼回り・病院訪問より 

 毎週木曜の病院訪問でも一人、亡くなった人がい

ます。N さんです。N さんと初めて会ったのは 2007

年 10 月 25 日の病院訪問でした。更生センターから

新しく入院した人がいるという情報で訪問したので

した。ガンが分かったのは 11 月 8 日。肝臓ガンで、

もうあと 1 年もたないと言われていました。それか

ら翌年 2 月まで、Nさんへの訪問は続きます。 

 
生活保護の締め付け――Nさん 

 N さんは兵庫区に住んでいましたが、家賃を払え

なくなり、1 年ほど野宿。ときには手配師の手伝い

で飯場へ人を送って行ったりなどし、3000 円ほども

らったりしていたそうです。肝臓は昔から悪く、4、

5 年前に医者にかかりたくて福祉事務所に相談した

が、医療費だけを生活保護で出すことはできないと

言われて断念したということでした。今回は他の病

気で歩けなくなり、ようやく入院という形になりま

した。そこで、ガンを患っていることが発覚したの

です。一度は自分で福祉事務所に相談に行っている

N さんだけに、もう少し早く医療につながれなかっ

たのかとも悔しく思います。結局兵庫区からケース

ワーカー（以後、CW と略す。13p【コラム⑤】参

照）がついたのですが、その CW とのやりとりが、

しんどいものでした。 

 聞くと、初め CW は、「退院したら働きなさい」

「家の世話なんかできません」と言っていたとのこ

と。それでこちらから CW に電話をし、退院したら

保護継続で敷金を出してアパートにも住めるはずだ、

理由もないのにできないと言うのではなく、きちん

と対応するように言います。これで CW も敷金を出

せないとは言わなくなりましたが、残念ながら、本

人のみの対応だと、しばしば生活保護で受けられる

権利をきちんと教えられないどころか、妨げられる

ことがあります。そうならないための病院訪問でも

あるのですが、本当は福祉事務所に本人が相談に行

った段階で、きちんと対応されていれば、私たちの

活動は必要ないのです。 

 その後、通院でもいいと言われた N さんは居宅の

アパートを探すのですが、体調面の不安もあり、な

かなか進みません。その間今度は CW が N さんの治

療と生活に必要なおむつ代を出さないと言ってきた

とのこと。おむつ代はきちんと生活保護費の中に医

療費とは別項目であるから、と話し CW に言うよう

に伝えますが、さらに何度か出せる出せないのやり

とりののち、やっとのことでおむつ代が出ました。 

 生活保護の中には、いくつかの種類の扶助があり

ます。その中には生活扶助（生活費）、住宅扶助

（家賃等）、医療扶助（診療費、薬代等）などがあ

ります。そのひとつに一時扶助というのがあり、そ

この「被服費」の中に「紙おむつ等」、という項目

があるのです。 

 はじめ N さんは、おむつにお金がかかるのだが、

生活保護で出ないのかと言っていました。それを

CW がつっぱねたので、私たちに相談があり「出る

はずだ」と伝えたのですが、再度出ないと言われた

とのこと。聞くと、N さんが「おむつ代は医療費か

ら出るはずだ」という言い方をしたので、CW は、

おむつ代が生活保護のしくみの中に医療費とは別枠

であることの説明もせず、出ない、と言ったのでし

た。そして CW が伝えたのはそれだけ。保護のこと

をきちんと伝え説明するのが本来 CW の役割である
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はずです。この対応には私たちもあきれ、怒るしか

ありませんでした。もう一度「“おむつ代”から出

してくれ」と言うように N さんに伝え、ようやく出

たという有様でした。 

 その後もいろいろあり、だいぶ状態が悪くなって

からようやくアパートを借りることができた N さん。

しかしそのアパートの敷金についてもさらに、CW

はしぶっていました。敷金を、なんとか分割払いに

できないかと言うのです。そんな話は初めて聞きま

した。N さんは余命も長くない。そのことを分かっ

ていて、少しでも支給額を減らしたいのではないか

と思われました。私たちは、その CW の態度に憤り

を通り越して、かなしくなりました。かなり痩せ、

自分で歩くのも難しくなりアパートに移ってのち、

ほとんど食べるのもままならなくなって、動くこと

もしんどそうだった N さん。家を訪問しても、ほと

んどベッドの上から動けませんでした。徐々に自力

で動けなくなり、最後は救急搬送で病院に戻って、

「もうだめかもしれない」と言い、しばらくして息

を引き取ったそうです。出会ってから 3 ヶ月ほど、

アパートに移ってからは半月ほどでした。 

 N さんの場合、いくつものポイントできちんと福

祉が対応していれば、と思うことがありました。医

療の相談に福祉事務所に訪れていた 4，5 年前や、今

回の CW の対応。もう少し、N さんの意向が汲める

ようなかたちで動けていたら。せめて生活保護法に

則った当たり前の対応がされていたら。CW の心な

い言葉の数々で、治療のしんどさにも加えて、N さ

んは疲弊していたように思います。 

 ただ少し、N さんのことで良かったんじゃないか

なと思えたのは、入院中の周りの人たちが、何くれ

となく世話を焼いていたことでしょうか。同じく退

院しても帰る家がなかったり、すでに保護を受けて

居宅で暮らしている何人かの人たちが、N さんに頼

まれ、注文が多いと文句を言いながらも買い物をし

たり、何かと手伝っていました。そういった不思議

な横のつながりのようなものも垣間見た気がします。

それは、一人で暮らしで身寄りのない人が入院した

ときの大変さ、また退院してからも生活を送ること

の大変さも表してはいるのですが。 

 葬儀はごく簡単に行われました。生活保護での葬

儀というのは、葬儀社によっても変わるのですが質

素なもので、こちらが言わない限り花なども用意し

てくれないことも多いです。N さんのときも、枯れ

かけたシキミが 2 本あるのみでした。それでも、お

坊さんの読経があるだけ、ましだということでした。 

 
敷金は出せません？――Ｕさん 

 敷金の話では、もう 1 件、退院後敷金を支給しな

い、と言われることがありました。同じく病院訪問

で出会ったＵさんのケースです。現在、神戸市では

入院し生活保護を受けると、退院時に敷金支給され、

そのまま保護継続でアパートなどに移って居宅生活、

が一応はできるようになっています。これも、以前

は退院したら生活保護を打ち切られ、また野宿に逆

コラム⑤ ケースワーカー（CW）とは？ 

 ケースワーカー（CW）という言葉はいろいろな現場で使

われているが、ここでは福祉、とくに生活保護の CW につ

いて書く。生活保護業務に従事する人の中で、直接、保護

を受ける世帯の処遇に当たる人がそう呼ばれるようだ。具

体的には、生活保護を受けている人の、生活全般の相談も

受け、サポートもする。 

 保護を申請したときから担当 CW が決まり、保護する要

件を満たしているか調査し、居宅での保護の場合は居住確

認（住んでいるアパートなどを訪問して確認）をするとこ

ろから関わりがスタートする。医師が働けると判断すると

就労するよう要請し、医療を受けたり教育を受けたりする

人への支援など、そのひと一人一人に合ったきめ細かなサ

ポートをするのがCWの役割だ。 

 しかし残念ながら、そういった生活全てに関わるという

ことが、なかなか行われていないように思う。国が福祉を

締め付ける中で、CW 一人に対する生活保護受給者の数はど

んどん増えており、きめ細かく対応することが難しくなっ

ている。また、福祉について十分な理解のない人がＣＷに

なり、間違った対応をすることもまれではない。 

 時間のない中で、精一杯対応する CW もいるが、厳しす

ぎる就労指導などで不信感や不安を煽り、保護を受けてい

る人が追い詰められているケースが増えていると感じる。 
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戻りという状態だったのを、病院訪問を続けていく

中で抗議していった結果です。にもかかわらず、N

さんの件といい、簡単に「敷金は出せない」という

話が再び出るようになってきていると感じます。 

 Ｕさんは糖尿と椎間板ヘルニアで入院してから 1

ヶ月余りでようやく保護決定がされました。さて退

院したときはアパートに入りたい、という話を CW

にすると、「敷金は出せない、更生センターに入っ

てくれ」と言われたとのこと。メンバーが福祉事務

所に同行し、係長も交えて話をするも、再検討する、

という返事でした。その後 2 週間ほどして、CW が

わざわざ病院にやってきて再度本人に出せないと言

ってきました。それでもＵさんは、「更生センター

に行くつもりはない。糖尿の食事もいろいろと制限

があるのに、施設でやってくれるのか。自分できち

んと生活していきたい」と話したと言います。実際、

断られる理由が分からず、65 歳になっていないから

ぐらいしか思いつかないということでした（それす

らも理由にはならないのですが）。 

 その後、経験のあるメンバーが今度は灘区の福祉

事務所ではなく、神戸市の保健福祉局保護課に問い

合わせ、こういう事例で敷金支給を断られているの

だが、どうしたらいいかと聞きました。不服審査請

求をすることも考えている、とも。ただできるだけ

そうはしたくない、という言い方で聞いてみました。

保護課からは、とにかく理由を聞くことだと言われ

たのですが、具体的にどこかと聞かれたので灘区の

Ｕさんだと伝えました。すると翌日、あれほど何度

も言っていたのを翻し、灘区の福祉事務所から「敷

金がでることになった」との連絡がありました。 

 今回、福祉事務所は本人に対し、繰り返して「敷

金は出せない」と言っていました。ところが本庁に

打診した直後に、急に「出すことになった」と返事

がありました。福祉事務所と話して埒が明かない場

合、本庁に事情説明を求めるのも、ひとつの方法だ

ということがあります。やはり出せない理由はきち

んとなかったのだと分かります。それをこちらが不

服審査請求でもすれば、あちらは出せないならその

きちんとした理由を明示しないといけなくなる。し

かし、確実な理由がないのですから、そんな請求を

出されると困る。本庁から灘区の福祉事務所に打診

がいって、出すようにと指導されたのでしょう。 

 こういったことの一つ一つを乗り越えられるかが、

当人にとっては本当に綱渡りなのです。それにも関

わらず福祉事務所がきちんと対応しないことが多く

あります。私たちが知っているケースはごく一部な

ので、せっかく入院・治療をしてもきちんとその後

のフォローを受けられずに再び路上に戻る人がまだ

多くいるのではないかと心配になります。 

 他にも、病院訪問で感じることがいくつかありま

す。誰のときでもですが、入院してもなかなか CW

がすぐには来てくれません。野宿状態などから何も

ナシで入院する人には、パジャマや下着など、現金

のない人には貸付金など、急ぎ必要なものがなかな

か手に入らずに、困る場合も多いです。こちらから

福祉事務所に連絡をするようにしています。 

 

 こういった一連のことは、全国的な福祉の締め付

けと横並びで起きているように思えます。2007 年 7

月に「おにぎり食べたい」と餓死した北九州の事件

がありました。その頃、北九州市は高かった保護率

をできるだけ下げるように、厚労省から出向してき

た職員と一緒になって北九州方式というやり方で水

際（福祉事務所の窓口）で申請をあきらめさせたり、

すでに生活保護を受けている人に、本人の意に沿わ

ない辞退届を書かせたりということに躍起になって

いました。 

 この事件を含め、05 年 1 月、06 年 5 月と 3 年連続

で生活保護が受けられなかったり廃止されたことに

まつわる餓死者が出ています。そのことが明るみに

出て、法律家や活動団体から多くの抗議運動が起き、

北九州方式のような露骨なやり方はかげをひそめま

した。 

 しかし、生活保護費の抑制の圧力のもと、いろい

ろなやり方で生活保護の締め付けは起き続けていま

す。このように、受けられるはずの福祉をきちんと

受けられない現象がこれからも出てくることが危惧

されます。 
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3. 夜中のこと 

 「はじめに」で少し触れましたが、2007 年の 6 月

末から、夜中回りというのを始めています。これは、

いつも回っている 19 時から 21 時の時間帯ではなか

なか人に会えなくなり、同時に野宿している人から

は、他にもいっぱい人がいるよと教えてもらったの

がきっかけでした。手始めに、夜中の駅周辺などを

回ってみて、すぐに、いろんな人に出会うことにな

ります。 

 月 1 度くらいのペースで始めたのですが、毎回新

しい出会いがあり、しかも皆定住しているわけでも

ありません。アルミ缶集めなどの仕事を持っていな

い人や、生活保護を希望する人も多いのでした。な

ので、始めてからしばらくは、ばたばたと保護申請

が連続しました。まるで夜回り未踏の地域でした

（実際そうなのですが…）。野宿している人が今の

ように全国で見られるようになる前は、日雇い労働

者の多く住む寄せ場とその周辺が、おもに野宿して

いる人と、その人たちを対象とした夜回りなどの活

動が見られる場所でした。しかし、90 年代も後半に

なった頃、バブル崩壊、建設業界の冷え込みと連動

して、象徴的なブルーシートとともに野宿している

人の数はどっと増え、全都道府県に広がります。そ

うして、各地でその人たちを支援する夜回りなどが

始まっていったのですが、その頃はすべてが夜回り

未踏の地。こんな感じだったのだろうかとふと思い

ました。 

 最初に相談を受けたのが、Ｈさんでした。以前は

水道管工事の仕事をして家を維持していたのですが、

仕事が減り維持していけなくなりそうになりました。

それで自分で福祉事務所に出向いたのですが、保護

申請はさせてもらえず（保護のことを教えられ

ず？）、結局家を失い野宿になってから、ずっと駅

で寝ていたということでした。その人は、更生セン

ターを一緒に見に行くと、知り合いがそこに入って

いたこともあって、更生センター入所となりました。

駅のすぐそばの、自分たちがいつも使っているとこ

ろで寝ていたのに、夜中にしかいないＨさんには、

誰も気づかなかったのです。私たちが気づかない人

というのは、もっともっといるのではないかと思え、

不安にもなりました。 

 次に居宅の保護申請に同行したのは、聞き取りに

も応じてくれた、梶原さん（仮名・26p 参照）でし

た。野宿になって間もない梶原さんのことは、近く

で寝ていた人が、「あの人は困っとるやろう」と教

えてくれ、訪ねたのでした。実際、蓄えが底を尽き

かけていた梶原さんは、アパートでの生活保護や神

戸市の施設の話をすると、すぐにでもお願いしたい、

ということでした。すぐに昼間に会う段取りをし、

敷金・保証人なしで入れてくれる大家さんに頼んで、

部屋に入れてもらい、保護申請をしました。これか

ら寒くなり、どうしようかと思っていたという梶原

さんは、体を壊し、仕事に就けなくなって野宿に至

った典型的な人でした。 

 また、何度か訪ねるうちに、保護になった人もい

ます。Ｉさんとは 7 月の末に出会い、少しずつ保護

の仕組みなどを説明し、12 月に申請となりました。

最初、更生センターのことなども話したのですが、

ああいうところに入ると、自分よりもっと困った人

が出されてしまうのではないか、と遠慮していまし

た。幾度かの服役経験があり、その間にお金を騙し

取られたりした後に、中央区の福祉事務所に相談に

行ったものの、「住むところを見つけてきてくださ

い」と言われただけだったということです。しばら

くは知人の紹介で仕事があったようだったＩさんは、

それもなくなってきつつあった冬に、アパートから

の保護申請となりました。 

 夜中に会う人たちの中にも、アルミ缶や、日雇い

仕事、雑誌集めなどの仕事に行っている人もいます。

しかし、テントを持たずにしっかりと眠れない状況

は厳しいものがあります。また、人の入れ替わりの

激しいのも夜中回りで感じたことです。 

 その後は、保護申請もあまりなく、落ち着いて

（？）いますが、それも結局はより難しい問題を抱

えた人が残っている、という感じです。そのことは

夜回りでも同様です。また、夜中回りは継続して会

うということがよりしにくい、という状況がありま
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す。定住してずっといるという場所がないので、昼

回りでフォローといっても再び会うことが難しいの

です。私たちの力量のなさを痛感させられます。 

 

おわりに 

 はじめで述べたように、神戸市全体の一斉夜回り

の結果を見ると、ここ数年ずっと減少だったのが、

今年は微増に転じ、168 人となっています。また、

その中でも若年層の占める割合は増加しており、こ

れは今後とも増加していく傾向にあると思われます。

今、長引く不況や世界的な恐慌で、企業はここぞと

ばかりに派遣社員を大量に切り捨てています。日雇

い派遣の問題点も次々と指摘され、日雇い派遣自体

が規制されようとしています。 

 しかし、そもそも昔から寄せ場で行われていた日

雇い労働については、変わらず無視され続け、何の

介入もありません。また、日雇い派遣を規制すると

しても、今現在それで食べている、それでしか食べ

ていけない人たちへの救済策は示されないままです。

そもそもの人を使い捨てる構造のおかしさと、それ

がつくられていった経緯を、きちんと認め、根本か

ら正すことなしに、野宿を含む貧困の広がっていく

現状を、打開していくことはできないと思います。 

 野宿には至らずとも、夜回りをしている私たちに

とっても、ひりひりするような状況が続いています。

就職難がやっと改善されつつあると思ったら、やっ

とつかんだ内定を取り消される学生。健康保険が払

えずに、病院に行けない人たち。いつ自分の身の上

がどうなるか分からない。私たちの置かれている状

況は、徐々に夜回りをする人／される人どちらにも

厳しいものになってきている。その境界が実に曖昧

になってきている。そのことを実感しつつ、しかし

丁寧に、きちんと現状を追っていきたいと思います。

そして、人とつながっているその担保だけは、確認

しておきたい。まだまだ出会い切れていない人を訪

ねながら。 

（なべたに よしこ ／ むらかわ なつみ） 
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コラム⑥ 更生センター・更生援護相談所 

 ＪＲ灘駅のそばに、更生センターという建物がある。こ

こは神戸市が生活保護法に基づいて設立した更生施設で、

現在は住むところのない男性が入る施設になっている（女

性は入れない）。3 階が居住空間で、そこでは畳 2 枚程度

の空間が占有でき、3 度の食事が提供され、週 2 回入浴で

きる。 

 入居すると内部作業（内職）や外部作業（草刈など）、

掃除当番などがある。6 人部屋・4 人部屋なので人間関係

が難しく、そのため入所を希望しない人も多い。小遣いは

月2,000円。禁酒を求められる。定員50名。 

 同じ建物の 1 階部分（2 階が入り口なので地下のように

感じられる）が更生援護相談所という社会福祉法に基づく

神戸市立の一時宿泊施設である。夕方記名すれば無料で宿

泊できる。朝 8 時ごろには出なければならない。ただ、雨

の日は昼間もいることができる。また病気であれば、晴れ

ていても、昼間もいることができる。 

（写真）更生センターの外観  

 

 更生援護相談所での食事は年末年始には出るが、年明け

から次第に減っていき、3 月頃からは出なくなる。それで

も 1 日にパン 1 個が、位置づけははっきりしないものの提

供される。シャワー・入浴は 3 週間に一度くらい。2 段ベ

ッドなどで 80 床ほどあり、年末年始には 100 人以上が宿

泊する。 

 更生センターと更生援護相談所という 2 つの施設が同じ

建物にあり、職員も同じなので利用者は混乱する。下（更

生援護相談所）に泊まると風呂も食事もなく、毎日違うベ

ッドで寝ることになり、前に泊まった人がシラミなどを残

していくと痒い思いをする。 

（図）更生センター平面図  

 
 職員が「弱っている」と判断すると、「上にあがるか

（3 階の更生センターに入所し生活保護を受けるか）」と

声をかけるので、「職員に気に入られた人には食事が出

て、風呂にもはいれる」と誤解する人も少なくない。 

 週 2 回（月曜と木曜の午後）嘱託の医師による診察があ

る。急病であるか重篤ならばすぐ病院に搬送される。そこ

までの状態ではなくとも、医師が病気かもしれないと判断

すると近くの病院で検診するよう手配される。 

 病院では最初は治療・投薬はせずに診断結果だけを更生

援護相談所に連絡する。その結果、病気だと診断される

と、相談所は「医療券」を発行し、ようやく治療を受けら

れるようになる。治療を受けるためには更生センターに入

所するか、（原則として）相談所に宿泊しなければならな

い。自分の住んでいるテントやそこでの仕事、飼っている

犬や猫が心配で相談所に泊りたくないという人は医療を断

念するしかない。 

 

コラム⑩ 神戸市の低家賃施設について 

 更生センター・更生援護相談所のほかに、自分で収入が

ある人のために「兵庫荘」（神戸市立）という 1 泊 50 円

（月 1500 円）の施設がある。また「磯上荘」（神戸市社

会福祉協議会）という 1 泊 200 円（月 6000 円）の低家賃

の施設もある。どちらも、仕事が途切れて家賃を払えなく

なると出されてしまう。 
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第 3 章 活動で出会った人々からの聞き取り 
 
 山本かえ子 五明泰作 
 鍋谷美子 今西裕哉 
 藤室玲治 三輪真子 宮地陽介 
 
 》小河さん「震災・冤罪で野宿に追い込まれて」 

 》梶原さん「野宿になっても完全に体を横たえて寝るのが恥ずかしかった」 

 》松宮さん「働きたいなぁ。体は動かさなあかん」 

 

 

   

はじめに 

 第 3 章では、昨年に引き続き、これまで夜回り準

備会の活動の中で出会った 3 名の方々に語っていた

だいたライフヒストリーを載せています。一人は現

在も野宿生活をしている方、二人は野宿生活から生

活保護を申請し、現在は生活保護と年金によって居

宅生活をしている方です。それぞれの方への聞き取

りを行い、テープ起こしをしました。紙面の都合上、

どれも実際に聞いた話よりは少し短くなっています。 
 夜回り準備会の報告書は、今回で 4 回目の発行に

なりました。最初の 2 回は「活動から見えてきたも

の」として、野宿生活をしている人々の置かれてい

る現状を、医療や追い立てといったテーマ別にまと

めて書いたり、個々人のこととして記録にもとづい

てまとめたりして、書いてきました（本報告書では、

第 2章がその部分にあたります）。 
 しかし、どれだけ個々人との出会いをもとに私た

ちが報告書で記したとしても、読者に向けて発信す

る際は、野宿の人々のことを「野宿している人々」

という枠で括って記述することになります。それは、

夜回り・昼回り・病院訪問の活動それ自体が、「現

在野宿生活ではない私たちが、現在野宿生活の人々

のところを訪問する」という、非対称な関係で設定

されているからでもあります。そうした関係性を自

覚しつつも、声をあげることさえできない状況の

人々のことを発信していきたい。そして、「ホーム

レス」はこうだ、といった概念から捉えようとする

ものを超えて、一人ひとりの人生の重みを受け止め

てもらいたい。そういう思いから、今年度も聞き取

りを継続して実施し、活動で出会った人々の語りを

発信することにしました。 
 前回もそうですが、これまで何度もお会いしてい

る方々なのに、いざお話を聞いてみると、想像でき

ないほど重みのある人生談が飛び出してきました。

インタビューを通じて、私たちは皆、明日のことは

わからない人生を、同じ社会でともに歩んでいるこ

とを改めて実感しました。自由に自分の意思で生き

ていられることは当然のことではない社会の中、精

神的にも身体的にもゆっくり休むことができない野

宿生活を続けていく。それは、とてつもない強さが

要求されることなのだと、教えられました。 
 だから、皆が強くなっていくべきだと言いたい訳

ではありません。現在の苦しみだけではなく、これ

まで生きてきた中で受けた苦しみをも背負って、つ

らい状況で過ごしている人々が多い。だからこそ、

排除や無関心ではなく、ともに生きていくことが大

切なのだと言いたいのです。そして、少しでも苦し

い思いをする人々がなくなる社会にしていくことが

必要だと思います。 
（やまもと かえこ） 

 
 

●写真 松宮さんが一時期、寝起きしていた

神戸市の更生援護相談所（17p 参照）。２

段ベッドが並び、プライバシーはない。 
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①小河さんへの聞き取り 

 「震災・冤罪で野宿生活に追い込まれて」 
  聞き手・山本かえ子 五明泰作 

 

■ 小河さんと私たちは、数年前に歩道橋の下ではじめて会った。話好きな方で、訪問するた

びにいろいろなことを教えてもらった。その後、体を崩して入院し、居宅生活になったもの

の、さまざまな事情で野宿生活を始めた小河さんに再会。昔、「俺は野宿生活をさせられる

ことになったんや」という言葉を思い出し、インタビューをお願いしたところ、快く引き受

けてくれた。聞き取りは4時間に及び、衝撃の事実が語られた。 

 

野宿になるまでの生活 

生い立ち 

 昭和 17 年生まれ。生まれは神戸。ほとんど生い

立ちは神戸で過ごした。小学校、中学校も神戸の学

校。中学校を卒業してから映画館に、映写技師の見

習いとして就職した。映画がとにかく好きで、映写

技師にあこがれていたから。映画館に映写技師の免

許を取るつもりやったが、映画が斜陽化していった

ので、入って 2 年しないうちに客がほとんど入らな

くなった。昭和 33・34 年頃です。そんで、友達の

お父さんが靴屋をしていて、たまたま遊びにいって

いたとき「仕事探しとんねん」といったら、「靴屋

せえへんか」といわれ、靴会社を紹介してもらい、

就職した。 

 
靴屋の配達仕事 

 それからは靴屋一色で働いていましたわ。わしの

仕事はどういうものかといえば、靴屋でも中で靴を

作る仕事ではなくて、ほとんど毎日運転ばっかり。

靴屋というものは内職でもっているんですよ。各家

庭での部品の内職で。その内職の仕事材料を、車で

内職の人のところに配達するのがわしの仕事やった

んよ。ほとんど朝 9 時くらいから、神戸から宝殿あ

たりまでの間を各家庭 30 件、内職の材料をおろし

て、その前の日にできたやつを回収して、それを夕

方会社にもって帰ってくるの繰り返し、という仕事

やったんやね。配達から帰ってきたら、一時間くら

い出荷の手伝いをやっとった。零細企業やったんで、

運転手がわしひとりやって、事務員一人が男で、そ

のほかの従業員はみんな女の人やった。昭和 34 年

から平成 7 年までの 36 年働いていた。映画館での

仕事をあわせると、40年近くの年金があると思う。 

 
震災で仕事と家を失う 

 それからあの阪神大震災。ちょうど忘れもせん、

連休やって。そのとき、電車も使えんかったので、

自転車で会社に行ってみると、全焼で、社長夫婦も

焼け死んでしまってた。極端な言い方をすれば、連

休やなかったら社長夫婦も死んでなかったわ。たま

たま連休で、連休明けにもって回る荷物が多いわけ

ですわ。だからわしを楽させるためにこなくてもい

いのに、社長夫婦が朝から積み込みに来ていて、そ

のせいで焼け死んでしもたわけや。だから退職金は

0、失業保険も会社が全焼していたので、番号も事

務員任せで知るわけもないし、自分のアパートも全

壊で自分のことで手がいっぱいやったし。もらえた

のは 8ヵ月後やった。 

 
妻の病死 

 そんとき、うちの女房が入院してて。震災の 2 ヶ

月前に倒れたんよ。うちの女房は原爆症やって、芦

屋で働いていたときにぶっ倒れて病院に運ばれた。

そんときにはじめて原爆症って知ったんよ。長崎で

胎内被爆やって、手帳を持っていたことをずっと隠

してたみたいで。だから震災のときは女房は動けん
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かって、1 ヶ月で家のことを整理し、娘に女房のこ

とを頼んで、大阪の東のほうに住み込みで建設関係

の仕事をしにいったんや。建設現場はまったくの素

人やから、大変やった。女房はその後、数ヶ月で亡

くなった。 

 
日雇い仕事で苦労 

 なんで大阪に行ったかというと、神戸はもうぐ

ちゃぐちゃやったから仕事があらへん、せやから大

阪に行けば仕事があるやろ、という考えやったんで

す。でもね、後からみたら、神戸のほうが、解体と

か仕事がようさんあったんや。大阪から車に乗って、

行くのは神戸の現場やったりした。道路が混んでて

なかなか着かへんで、朝早くに出ても着くのが午後。

1 日拘束されても仕事は半日しかできひんで、収入

が少ななったりしたね。 
 2 年ぐらいたつと仕事がなくなってきて、今度は

大阪にある他の建設会社に移ったんよ。この移った

んが、後々の人生、下手打ったんの始まりやったん

やと今では思てるんやけど。 

 
芦屋で死体に遭遇 

 次の会社でも 1 年せんうちに仕事がなくなってき

て、忘れもせん、平成１０年６月１２日に会社やめ

て、ほいで友達に「大阪も神戸も仕事あかんわ」と

電話していると、姫路に友達がいて、「それやった

らうちこいよ。うちはまだようけ仕事あるで」と

いってくれた。履歴書を郵送で送って、さあ荷物を

どうしようか迷ったわけやね。住み込みやったから

荷物も多かった。ほかすのももったいないしと思っ

て、よし自転車で行こうと決めて、友達に「荷物が

もったいないから自転車でいくわ、せやから 3 日

待ってくれ、自転車でいくから」と電話した。 
12 日の夕方に大阪を出発した。そんで芦屋に 13 日

の夕方に着いて、国道 43 号線沿いの郵便局の歩道

橋下で、仮眠しようと思って、寝袋出して寝てしも

たんよ。目がさめたのは 14 日朝 4 時。時間ははっ

きり覚えてる。そしたら郵便局のまん前の新築の家

の奥さんがカーテン開けてこっち見よったわけです

わ。またあんなとこで変な浮浪者が寝とるわとお

もったんやろうね。だけどね、あれみてもらってな

かったら、俺、後でもっと警察にやられてましたわ。

それみて、「ここから出なあかんわ」と思って、

「その前にトイレに行こう、このへんやったら公園

しかないわ」と思って、川沿いの公園にトイレしに

行ったんですわ。4 時半。こっからが話がややこし

くなんねん。 
 公園に行って、トイレする前に、4・5 人がやいや

い言ってるわけです。とりあえず我慢できへんから

トイレをすまし、出てきたらやいやい言っていた男

と女が「おじさん、おじさん」と呼ぶわけや。この

辺に知り合いもいないしと思いながら「どないした

ん」と聞いたら、「人死んでんねん」。「人死んで

るってわかんのかいな」「みてみて、真っ白なん

や」、そしたら恰幅のいい小太りの男の人が倒れて

て、真っ白やった。こらあかんなと思ってたら、そ

の人らが俺に、「交番に言ってきて」と、こうきた

んです。「交番に言うてきてって、わし今来ただけ

やのに。あんたらいつ来たん」「10 分ほど前や。や

けど私らこれから弁当つくらなあかんし」とか言う

んですわ。そんな殺生な、俺トイレしに来ただけや

のに。「よっしゃ、じゃあ行ってやるけど、あんた

らそこに居ってくれるんやな」と念をおした。 

 
参考人として連行される 

 そんで交番へ行ったんやけど、おまわりが起きへ

んのですわ。しょうがないから交番の電話で本署に

事情を電話してパトカー呼んで、そんで現場に戻っ

たら連中が誰ひとりも居れへん。なにこれと思った

らパトカーが着いて、警察にすぐに囲まれて「通報

したんあんたか。あんたが発見者か。」と言われた。

「違う違う」といって事情を説明したが、「ほかに

誰も居れへんやんか。あんた第一発見者ちゃうか」

と疑われ、「とにかくパトカーに乗ってくれ」、こ

うきたわけですわ。「意地でも乗らん。こうこうで

明日までに姫路に行かなあかんのや」と友達の名前

を教えて、電話番号も教えたが、「それは後で調べ

る。今はこの倒れている人をあんたが発見したとす
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るしかないやろ。あんたが通報したということは、

あんたが発見者やで。ただ、あんたが第一発見者や

とすれば、その逆のことも考えられるやろ」とこう

なってきたんや。このときに、「ああ、しまった」

と思った。「とにかく本署にきてくれ。姫路には警

察から連絡する」といわれた。ですから、仕事はペ

ケですやん。ただ、救いは、初め居た 4・5 人のう

ちの一人が「○○」という名前で呼ばれてたのを覚

えてたこと、そして朝にカーテンから覗いていた奥

さんが居たことだけ。 

 
警察署での取調べ 

 しょうがないから本署にいって、検死の結果を

待っている間は（警察の対応は）穏やかで、朝ごは

んは近所の喫茶店のモーニングをとってくれた。ご

はんを食べている間に鑑識が帰ってきて課長に検死

の結果を言ってんねんけど、それがわしにも聞こえ

んねん。「死んだんは朝 3 時ごろで、後頭部を打っ

てる。あんたの殺人の線は低いが、手提げ鞄からお

金が 130 万なくなっている」と、こうきたわけです

わ。「朝 3 時頃殺してお金を奪って、もとの場所で

寝たふりした」と、こういうふうに疑いがかけられ

たわけです。 
 それからもう、大変ですわ。その日は 10 時ころ

からずっと取り調べ。「とにかくありのままを言っ

てくれ」と言われたから、「カーテンから覗いてい

た奥さんの証言を取ってくれ」といった。証言は

取ってくれたが、「死んだのが 3 時、起きたのは 4
時。じゃあその間をどうやって証明する？」 寝て

る間をどうやって説明する？ 警察っていうのはこ

ういうところから攻めてくるんですわ。「殺人はい

いとして、お金出しや」とこうくるんですわ。

「ちょっと待ってや。それやったら俺の前におった

4・5 人の人間を探して、聞いてくれ。」「じゃあそ

の 4・5人って誰なんや」となったんです。 
そっからです。もうずっと、言い合いですわ。「何

のために芦屋で寝たんや」「たまたま芦屋に着いて

眠とうなったんや、偶然や」とか何とか、言い合い

ばっかりで、そっからがきつかった。 

 警察っておもしろいで。ドラマとかでもたまにあ

るけど、なだめ役とおどし役とがある。一人の奴は、

「お前、どうせホームレスやろが。だから金欲し

かったんやろが。130 万どこに隠したんや」と机を

バーンと蹴る。極道みたいな刑事や。「知らん、と

にかく知らん」そこでわしもムカッときたから「も

うええ。もうわししゃべらん」と黙秘権使ってしも

たんや。30 分ほどしてそいつは出て行った。そした

ら今度は入れ替わりに、優しそうな、痩せた、丸顔

のおっちゃんが来たんや。「な、わかるわかる、わ

しもようわかんねん。やからな、ちゃんと言うてな、

楽になれや」。どういうことやって感じや。そうし

よるで。 
 それまで「小河さん、小河さん」と言うとったん

が、今度は号数になったんや。俺のその事件が、

「153 号事件」とついた。そしたら、取調室で俺と

面と向かってるときは「小河さん」と言うんやけど、

芦屋署って狭いでしょ、そしたら表で話してるんが

聞こえんねん。「153 号どないしとう、まだか」と、

課長が聞いとるのが聞こえてくるんですわ。はじめ

は何のこっちゃと思ったけど、何回か聞いとったら

どうやら俺のことを指しとるんがわかった。そやか

ら、刑事に「俺 153 号って言うんやろ」って聞いた。

「えっ、何のこと」って刑事はとぼけよったけど、

「この事件 153 号なんやろ。だから俺のこと 153 っ

て言うんやろ」って聞いた。そしたらその刑事さん、

ええ刑事さんやったから「そこまで言われたらしゃ

あない。小河さんな、とにかくこの事件関わってし

もたんや。仮にあんたの言うていることが本当とし

て、あんた今この 4・5 人を探し出さんことには、

ここから出られへんで。わしはあんたを信用する」

と、うまいこと言うわけですわ。「ありのまま言う

てみ」と言うから、「ありのままや！これまで言う

とったんが」と言うたった。 
 そんときはもう夜の 7 時頃ですやん。お腹減るし。

昼飯出さへんとお茶ばっかりで、お茶腹や。「とに

かく今日帰すんか帰さへんのか。帰さへんのやった

ら晩飯食わしてくれ。それまでしゃべらん」と言っ

たら「わかった」と。ほいで、ドラマで丼とか出て
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くるけど、あれはウソ。飯と味噌汁と魚の煮付け一

個ついたんだけ。どっかの飯屋から取ってきたんや

ろ。「食べたら一時間休憩しよう」って言うから、

「外の空気吸わせてや」と言ったら、「ごめん、今

それはできへんねん。調書取ってあなたが判押すま

で」ときた。「何で俺が判押さないかんねん」と、

つっぱねた。俺は最後まで押さんかった。押したら

犯人にされて冤罪になるやん。やから、「この 4 人

絶対に捕まえるまでは判を押さへん」と思った。そ

したら「この 4 人捕まえよう」ということになって。

その頃はもう夜の 11 時、やっとそういうことに

なった。「明日探しに行こう」、それじゃあどこに

寝るかといったら、廊下です。さすがにブタ箱とは

言わへんかったわ。「ここで寝ればええわ。ただ朝

3 時起きやぞ」と仮眠のベッドを持ってきてくれた。 

 
芦屋署での拘束から野宿へ 

 それから 1 週間、毎朝 3 時に起きて、4 人探しを

やった。そしたらとうとう、4 人のうちのひとりを

見つけた。4 日目になって、やっと刑事が「お前、

人相覚えとるか」と聞いてきた。4 人の中で一番顔

をはっきりと覚えてて、犬の散歩をしてたから、絵

のうまい刑事が似顔絵を書いてくれた。そんでも、

人間の記憶って限界あるね。犬の顔とか聞かれたけ

ど、思い出されへんかった。 
 そしたら、やっと見つけたんです。医者やった。

自分の名誉があったから逃げたんやね、結局は。汚

い奴やと刑事も言った。そんで、刑事が「とりあえ

ず一人見つかったから、あの人の取調べがおわるま

で仮眠室で休憩したらいい」と言ってくれた。そこ

で休憩してたら、課長が「小河さん、長い間すまな

かった。この人がはっきり言うてくれた。あんたが

後やということが分かったから。ただし、お金はま

だ分からんよ。殺人の疑いは半分晴れたけど、あん

たの 3 時から 4 時までのアリバイがない」と、こう

きたわけや。 
 「まだ殺人の疑いがあんのか。ブタ箱にはいらな

あかんのか」と聞いたら、「それはできん。いちお

う外には出てもらう。JR 尼崎駅と三ノ宮駅の間は

自由に行き来していい。ただし、その範囲から出る

ときは警察に許可をもらってもらう」。何でその範

囲かというと、その死んだ人が死ぬまでに行動した

であろう範囲なんです。そんな締め付けある？ 既

に事件から 10 日経っていた。「ほんなら俺今から

どうしたらええん？」と警察に聞いたら、「一応強

制はできへんけど、警察としてあんたを束縛はでき

る。事件の嫌疑者として。130 万を盗った可能性は

一番あんたが高いからな。できたら芦屋におってほ

しい。何かあったらすぐに来てもらえる。」「そし

たら家買ってくれるん？」「あほなこというな。芦

屋川の橋の下に小屋つくってそこにすんでくれ。そ

この交番には言っておくから。」結局それに従うの

が一番自由やったから、「よっしゃ、腹くくった。

従う。ただホームレスの経験ないんやで」といった

ら、交番が材木屋にいうて掘っ立て小屋の道具買っ

てくれて、芦屋署公認のような小屋ができたんです。

そっから野宿生活がはじまったんです。 

 

野宿になってからの生活 

野宿でどうやって食べていくのか 

 橋の下に行ってみると、先人が 3 人おった。せや

けどその 3 人は働かん奴らやった。はじめのうちは、

ある刑事さんが自腹で弁当とかを買ってくれたけど、

それもなくなってからはどうやってお金を作ってい

くか、まったくわからんかった。 
 まず苦しんだのは、どうやって食べていけばいい

のかということやった。刑事に聞いたら、「ごみの

日によく動いてるみたいやから、ごみで稼げるみた

いやで」と教えてくれた。その当時は、まだごみ自

由やったんですわ。芦屋やから浮浪者もそんなに多

くいなかったから「目立つしイヤやな」と思いなが

らも、食べていかなあかん。やから、ごみの日を調

べて自転車でうろちょろしていたら、一生懸命探し

ている人がいた。「すいません、そこで警察にホー

ムレスさせられているんですけど……」「なに、警

察？何で警察がそんなこというねん。おっさん気ぃ

おかしいんとちゃうか。向こう行け」と馬鹿にされ
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た。そいで、「こら声かけたらあかん、黙って見と

け」と分かって、次からはちょっと離れて、ごみを

集めている人を観察して、どうしてるんかメモを控

えていった。一番多かったんが缶カンやった。 
 集める方法は分かったけど、売り方が分かれへん

かった。帰ってきたら、残りの 3 人はズボラな奴で、

コンビニの弁当を拾って食ってる。ところがどない

しても、わしの頭には「弁当拾って食ったら乞食

や」と思ってたから、やらへんかった。「ホームレ

ス」ということはそこまで頭にこなかったが、「乞

食」と言われることはどうしても許せんかった。せ

やから、警察からの弁当がなくなってからは何も食

べなかった。 

 
野宿生活 工夫と苦労 

 それからやっと缶を少しずつ集めてきて、さあ今

度、どないして売っていいかわかれへん。せやから、

電話帳で廃品回収のところに全部電話をかけていっ

た。そんなかで十何件目かで阪神西宮のちかくのあ

る廃品回収で買い取ってくれるのがわかった。とり

あえずそこまで売りにいったら、忘れもせん、初め

てもらったお金が 375 円やった。これじゃあ弁当も

食べられへんと思って、店の人に「2・3 千円稼ぐに

はどのくらい必要か」聞いたら、「つぶして 2 袋ほ

どいる」と言われた。 
 帰ってきてから、「そや、ごみばっか頼ってたら

あかん、コンビニの缶をもらおう」と思って、コン

ビニの人に事情を言って、缶をもらってきた。そし

たら 2 袋どころか 4 袋もできた。それを売りにいっ

て 3,000 円もらった。「ああできた！」と思って、

帰りにシーサイドのダイエーで買いもんした。事件

から 1 ヶ月半後ですわ。そやからその 1 ヶ月半はほ

んまに苦しかった。食べるもんなかったからね。そ

やから 3 人が食べていた弁当がほんまに手が出るほ

どほしかった。でも手をつけなかった。そやから 3
人から総スカンくらった。「おっさんいいかっこす

んな」とけんかになって、「おっさんでていけよ」

「俺こっから出ていけへんから、おまえら出ていけ

よ」といったら出て行きよったわ。 

 そっからしばらく一人になったんやけど、だんだ

ん流れてくる人がでてきて、多いときに 10 人くら

いになった。そのうち 6 人死んだんや。一人は酒飲

みで、お墓に備えとる酒を飲んだりして、そのまま

墓石抱えて死んどった。酔っ払って川に落ちて死ん

だ奴もあった。一人は肝臓ガンで腹ふくれとった。

俺はあそこで 4 人見送った。あと 2 人のうち、1 人

は病院で亡くなり、1 人は自殺したんや。元気やっ

たんやけど、JRに飛び込んだ。 
 生活も、缶集めを覚え、荒ゴミ集めを覚えてきた

ら、だんだんと稼ぐ方法もわかってきた。缶集めも、

缶集めをしている仲間が「尼崎へ行ったほうが西宮

で売るよりも倍でうれるで」と教えてくれた。半年

後には自分で生活できるようになっていた。 

 
人間の卑怯さと情け深さを知った、橋の下 

 弁当買ってたらお金が足らへんから、自分でコン

ロを作って自炊するようになった。そしたら近所の

人も、事情が事情やからかわいそうに思たんやろね、

缶集めしている間に米をおいてくれていったりして

くれた。人の関わりは、はじめはよかった。しかし、

それから中学生がいじめに来たり、議員などもきて

追いたてをしにきたりした。やけど、警察が関わっ

ていることやと知ったら、みんな逃げていった。逃

げていかんと話をしに来たんは、共産党のある議員

1 人だけ。 
 人間て卑怯。いざとなったら逃げる。1 対 1 なら

かかってくるけど、何か権力のあるものが関わって

ると知ったら、途端に逃げていく。ほんまに汚い。

それを知ったあの橋の下。逆に、情のある人の情け

深さも知ったね。まともな生活してるときは考えな

かったね。風呂でも、儲けない風呂屋に行きますや

ん。そしたら、毎日 300 円から 400 円かかる。そし

たら、「風呂だけでよかったらうちとこ入りに来

る？」とか言ってくれた人も居った。「甘えたらあ

かん」と思って、俺は行かなかったけどね。そない

て言うてくれる人もおったし。 
 芦屋は上品ぶった人が多いけど、汚い人もおるで。

俺を利用しようとする人もおった。しょっちゅう差
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し入れしてくれる奥さんがいた。その夫婦にたまた

ま離婚話が出とったらしいんやけど、俺は知らん

かった。「よう差し入れしてくれる人がいる」と思

うぐらいや。そしたら旦那のほうが、奥さんが俺と

できていると思ったらしく、包丁持って俺が寝てい

るところを襲いに来たんや。そんとき俺はカラスを

飼うとって、カラスに助けてもらった。 
 そのカラスは、昔、怪我しとったんを見つけて、

動物病院に連れて行って手当てしてやった。そした

らなついたから、カー子と名づけて、小屋作ってあ

げて、一緒に暮らすようになった。今でも、小屋

やった箱は捨てられなくて、持ってる。周りからは

「何でそんなん持っとるん」と笑われることもある

けどね。賢くてね、わしが買い物に行くときはどこ

かに遊びに行って、戻ってきたらちゃんと肩にと

まってた。ご飯は、ドッグフードを水に浸したやつ

に、俺が食べる用の炒めた肉をちょっと混ぜてやっ

たりした。夜になって俺が寝ると、必ず小屋から

ちょこちょこやって来て、一緒に寝てたんや。 
 そんで、あの日の晩、わしがぐっすり寝込んでい

るところを包丁持った人が襲ってきたとき、カー子

が「ギャーッ」ってものすごい声で鳴いて、包丁を

持っている手をつついたんや。「痛たたた！」とい

う声で、俺は目が覚めたんや。ほんま、「恩返しっ

てあるんや」と思ったよ。カー子がおらんかったら、

俺死んどったね。俺は警察にとんでった。襲撃の犯

人やと思ったからね。そしたら、後で奥さんのほう

が、俺を利用しとったんがわかったんや。カー子は

半年で死んでしもた。怪我がやっぱり十分に治らん

かったんやろな。 

 
弱いものいじめの連鎖―襲撃してきた子どもと話し合う 

 子どもたちも数人、襲撃に来たこともあった。カ

シラは、朝鮮人の子やって、指図して石投げさせ

よった。2 回ほど石投げられたが、そんときに「コ

ラッ」とか言うたらあかん。石も当たったりしたけ

ど、我慢して「どれがカシラや、顔を覚えたろ」と

思って、顔を見とったんや。近くにある祭りに行っ

てみたら、その子が何人かで川べりで遊んどったん

を見つけたんで「ちょっとちょっと」とその子を呼

び止めて話をした。はじめは「何やおっさん」と

ごっつい剣幕できとったけど、「おっちゃんあんた

に話があるからおいでや」と言うたら、小屋まで肩

いからせてついて来よった。 
 「あの連中、あんたの子分か」と言うたら、「そ

うや、わしの子分や」と言いよった。「どこや」と

聞いたら、「わしら、○○中学や」とはっきり言う

たんですわ。そんで、「ほうか、○○中学では、

おっちゃんみたいな弱い奴に石投げてもええと教え

とるんか」と、ポンッと言うたったんですわ。

「えっ、石なんか投げろって言うてへんで」と言う

たんやけど、「何言うとんねん、おっちゃん、ちゃ

んと見たで。あんたがあの 2 人に投げさせたやない

か。おっちゃん、あいつらを警察に連れていくで。

あんたがカシラやって言うで。でもおっちゃん、そ

れをしたないから、あんただけ呼んだんや。おっ

ちゃんも男や、あんたも男や。男と男で話ししよう

や」って。そしたら、黙ってしもた。 
ほんで、たまたま、そんとき俺が持ってたマンガ

の本 5・6 冊を見つけて、「おっちゃん、このマン

ガ、おっちゃんのか」と言うから「そうや」と言う

た。「ほんまか、これごっつい人気あるマンガやで。

これ売ったら金になるで」と言うから、「おっちゃ

ん缶カン売ってるからええわ。欲しかったらやる

わ」と言うたら、「おっちゃんごめん！僕がやらし

た、もう二度とさせへんから、謝る」と、そらもう

はっきり言うたんや。「何でやったんや」と聞いた

ら、「おっちゃん、僕な、子どもの頃から散々、

『北朝鮮や』というのでやられてきたんや。『いつ

か、弱いものに仕返ししたる』って思ってた。そし

たらおっちゃんらが来たから、おっちゃんに仕返し

したんや。悪かった」と頭を下げて謝った。「そう

いうことやったら、おっちゃん警察に言わんから、

仲良うしよう。これから何かあったらいつでも来て

もええよ。話聞いたるから」と言うと、「夜中でも

ええか」と言うから、「かめへん、いつでも話聞い

たる」と言うたったんや。「マンガ持ってってもえ

えか」と言うから、「ええよ」と持っていかせた。 
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 そしたらあくる日、仲間 6 人を全員連れてきて、

一斉に「おっちゃんすんませんでした、ごめんなさ

い！」と謝った。その後もその子はしょっちゅう遊

びに来た。その子が引っ越すとき、お父さんも一緒

に「この子がお世話になったようで」と挨拶しに来

た。国の違いがあってしんどかったこともあったの

と、父親も母親も働いてて、家に居らんかったみた

いやから、さびしかったところもあったんやろな。 

 
事件は迷宮入り―芦屋から神戸へ 

 平成 14 年 10 月に事件が迷宮入りした。芦屋にい

るのがイヤになって、ブルーシートとか何から全部

自分で用意して、神戸に来て、歩道橋の下に住むよ

うになった。場所があったから、粗ごみを集めるよ

うになった。当時、神戸市はゴミの規制がそないに

厳しくなかったから、かなり集められ、生活できた。

こんとき、YWCA の夜回りの人たちがやってきて、

話をするようになったわ。 
 そうしてるうちに、ある人と、お茶を飲みにいく

などして親しくなった。その人がたまたまいた公園

を追い出されて、わしを頼ってきたから、一緒に生

活するようになった。そうしているうちに、その人

と仲が悪くなってきたので、こいつと離れたほうが

いいと思った。 
 そんとき、もともと悪うしてた心臓が具合悪なっ

て、入院してバイパスを通す大きな手術を受けたん

よ。芦屋に居たときも、4 年間に 2 回救急車で運ば

れてた。警察の拘束中にひどくなったということ

やったから、医療の費用は警察が、これだけはちゃ

んとしてくれて、神戸に来てからも通院できるよう

になった。普通はあかんのですよ、医療だけの福祉

を受けるっていうのは。「あんたのような例がない

から、特例や」と言われた。そう言うたかて、あん

たらが特例にしたんやんかってことやけど。 
 退院するとき、まだ年齢が足りひんから年金が出

えへんで、生活保護を受けて居宅で暮らそうと思い、

福祉のほうに話をした。「春日台なら入れる」と言

われたんやけど、そら入れるわ。家に下見にいくと、

ド田舎で冬は寒いし、人に聞けば「朝はタンクの水

が凍って水道出ませんで」と言われた。「そんなこ

と」と思いながらも、家がもらえるのならと思って

受ける気で居たが、福祉の人が極道みたいにメチャ

クチャな人やって、その人と喧嘩になって、生活保

護をやめてしもた。 

 
年金生活―借金の肩代わりで再度野宿へ 

 それからは、元町の友達のところに「年金出るま

で居らして」と言って、居らしてもらってた。その

あと、年金出るようになり、尼崎で、汚かったとこ

やけど部屋を借りて暮らしとった。1 年 2 ヶ月たっ

て、その間に娘が結婚していたんやけど、あほなこ

とに娘の旦那が友達の借金の保証人になって、その

友達が逃げてしもて、借金を抱えるようになった。

娘の旦那はまだ若いですから、給料も安いわけです

わ。銀行から月に 15 万払ってくれといわれてきた。

こらあかんと思って、「よっしゃ、俺の年金使え。

その代わり俺はもう一回ホームレスに戻るぞ」と

言って、年金を渡して芦屋に戻った。旦那は「自分

らの給料から返す」って言っとったが、「そのお金

は子どものために使え」と言ってね。 
 ところが、その時分の芦屋は、ホームレスの追い

出しがかかっとった。警察のほうに寄ってみたら、

配置換えにより当時の職員は居らず、ただ一人、当

時の交番勤務の人だった人に会えた。「あんたがこ

こにおんのは大目に見るけど、住民の苦情には対処

できんぞ。それと小屋は建てんな。」と言われた。

やけど、当時とまったく周りの目が違った。また、

ゴミもほとんどなかった。こらあかんと思って、神

戸に戻ろうと。そして、前居た歩道橋の下、今のと

ころに暮らすようになった。 
 今は近くに居る仲間と一緒に粗ごみ集めて生活し

てるが、11 月から神戸市もゴミの収集が厳しくなる。

借金を全部返済したら再び年金で家で暮らそうと

思っとったけど、11 月から食っていけるかどうか、

不安や。
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②梶原さんへの聞き取り 

 「野宿になっても、完全に体を横たえて寝るのが恥ずかしかった」 
  聞き手：鍋谷美子 今西裕哉 

 

■ 私たちが梶原さんと出会ったのは徐々に寒さが増してくる、秋の初めでした。そのとき梶

原さんの所持金は 1,500 円。野宿になる直前の 5 万円ほどの蓄えを、切りつめ切りつめ、半

年ほど過ごしていた後でした。これから寒さも本格的になり、お金も底をつき、どうしよう

か、というところだったそうです。梶原さんは、インターハイ出場、電電公社勤務など、

華々しい経験がありました。そんな梶原さんが野宿に至るまでの大きな契機は、やはり家族

との離別だったといいます。 

 

野宿になるまでの生活 

5人きょうだいの長男として 

 生まれは大阪です。家族は、両親と姉1 人、弟 2 人、

妹 1 人の 5 人きょうだい、7 人家族。で、2 番目の長

男やった。生まれたんは、終戦直後の昭和 21 年 9 月

23 日で、今満 61 歳。もうすぐ、62 やけどね。親父

がフィリピンのミンダナオ島で終戦知らずに 4 ヶ月間

逃げてて、120人おった部隊の 3 分の 2 が死んでから

やっと終戦を知り日本に帰ってきたそうですわ。それ

から生まれたのが僕ですわ。大阪で、小学校・中学

校・高校と通って、昭和 44 年（23 歳）に結婚するま

での 23年間、親と同居してた。 
 ちっちゃい頃は、自分で言うのもなんやけど、出来

のいい子やったと思いますわ。勉強とかも含めて親が

心配するようなことはせんかった。「長男やから、が

んばらなあかん」って常に親から言われてきてたし、

自分もその気はあったしね。それとね、母親が一人で

子どもを育てたってことが多かったんです。というの

も、親父は、大手電機工業会社の工事関係に勤めてい

て 1 年のうち 3 分の 2 は出張に行って、ほとんど家

におらんかったし、長期になると 2 年半は帰ってこん

かった。海外に行ってたりね、サウジアラビアやらチ

リやらインドネシアやら。そやから、母親とのちっ

ちゃい頃の思い出はあるけれど父親との遊んだ思い出

はないんですよ。親父がほとんど家におらんくて、母

親だけで苦労しとうのが分かっとったから、母親を助

けたいと思ってたし、下のきょうだいの模範にならな

あかんと思ってたね。当時のことやから、給料も低く、

おやじの給料だけでは苦しかったと思いますねん。姉

は高校行かず、すぐに働きだしてたんで自分も高校に

入らんと働こうとしたけど、「高校は行かなあか

ん」って母親に言われて、「ほな、がんばらなあかん

な」って高校に入ったんです。 

 
バスケに夢中の高校時代 

 高校に入る頃は、周りの生活状態が変わってきたこ

ろやった。経済が好転して、そしたら、働く人も給料

が上がってきてね。高校では、バスケットボール部に

入ってました。2 年になって才能が開花して 2 年生な

がら 3 年生に混じってレギュラーを張れるようになっ

てきて、それで、2 年生の時は新潟のインターハイに

でて、3 年の時にキャプテンになり広島のインターハ

イに出場したんです。3 年の時に、母親に卒業後のこ

とを聞かれて、「バスケットボールしたいし、大学進

みたいねんけど」って進路相談した。母親が父親に

帰ってきたら話してみてくれるということになったん

やけど、おやじはその時チリにおって帰ってくるのが

年明けで決断を下すには遅かったんですね。バスケ部

の顧問が関西大学のスポーツ推薦で入れるようにする

からって言われたんやけど、当時の推薦は紙の試験を

受けなくていいだけで入学金とかの免除はないんです

わ。当時、家計はカツカツで姉は働いて家計を助けて

たし、妹は高 1、弟が中 3 と中 1 やったから、母親の
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顔を見ると相談できんかった。それで、先生に相談し

たんです。そしたら、バスケ部の顧問が実業団を探し

てくれて、電信電話公社が見つかって。大学の推薦の

ことは抜きで「電電公社が来てくれって言っているか

ら電電公社に行くで」って母親に言うた。今思い返せ

ば、高校までは自分を抑えていたんやな。でも、それ

には、今も後悔は全くしてないし、ええ青春を送った

と思てます。けど、楽しくはなかったなぁ。 

 
人生が楽しかった電電公社時代 

 電電公社には実家から通てました。その頃は最高

やったね。週 2 日は好きなバスケットを仕事をせんと

出来てたし、試合があれば、勝ち進めば 1 週間は好き

なバスケに熱中できたから。また、国体とかで遠征す

るときは、出張旅費が当時 1200 円の手当が出とった

んですわ。当時、ホテル 1 泊 700 円やったし、民泊

で 300 円、きつねうどんが 30 円の時代やったから。

それで、お小遣いができて。給料が 1 年目は 1 万

2500 円やったんやけど、高度経済成長の時期やった

んで、やめる年の 4 年目は 2 万 7 千円になってた。

でも、自分の食い代を稼ぐだけで精いっぱいやったか

らね。自分の衣食住を一人ではまかないきれへん。や

から、他の人も大体は実家から通ってる人が多かった。

電電公社には 4 年間勤めました。18歳から 22歳まで。

自分の好きなことをしながら仕事ができて、その期間

が人生で純粋に楽しめたなぁ思います。 
 まぁ、4 年目に人生における転換期があったんです

ね。それは、西日本選抜の 3 月初めの合宿の練習のと

き、腰を痛めてしもたんです。はじめは、ぎっくり腰

や思っててんけど、1 ヶ月くらい経ったとき、腰がど

んどん曲がっていって、大きな病院で検査してもらっ

たら、腰の骨が神経を刺激して背骨が真っすぐになら

んかった。そこで、いろんな治療をして半年後には人

並みに走れるようにはなりました。けど、秋の大会の

時、自分の思うようにプレーができんようになって、

バスケ部辞めて仕事も辞めようとしたんですわ。その

とき、監督が「コーチ見習で公社にいたらいいや

ん」って言ってくれたけど、それで甘えると自分がみ

じめに思えたんやな。結局、電電公社は辞めました。 

父親との仕事・転機 

 腰が痛くなる前に親父が仕事を定年退職してて。電

機工業でしてた仕事を仲間 3 人と下請けでまわしてた。

そこで、若い人の力がほしいということで、人を探し

てたんです。おやじが公社を辞める半年前に「手伝っ

てくれへんか」って言われたんが踏ん切りをつかせて

くれた。というよりも、やめても仕事を失う心配がな

かったからね、そのことも影響してたんやと思います

わ。 
 それから、波乱万丈の人生が始まったんやね。親父

と仕事して一年目の昭和 44 年（23 歳）に電電公社の

時から付き合いのあった子と結婚した。親父と仕事を

やりながら、出張、出張で親父はこんなふうに働いて

たんかって思ってね、これなら帰られへんなと思った

ね。娘が昭和 45 年（24 歳）に生まれた。その時に万

博があって、そん時からかな、もう給料がウナギ登り

になったんですわ。親父と仕事したんは、5 年間。や

めたんは昭和 48 年（28 歳）。僕が結婚して親父と働

きだした当時は海底ケーブルなどの仕事がばんばん

入ってた。給料とは別に出張旅費が出てたし、給料が

7、8万円で同世代の 3 倍くらいやったからな。 

 
初めての借金 

 それで、遊び癖がついたんやなぁ。人の 2，3 倍の

給料をもらってたことで、おれの内にひそんでた悪い

んが出てきたんやな。お金を全部家庭に納めてたらよ

かってんけど、同僚が一人もんばっかりやから、「遊

びにいこか」って言われたら「いこか」って言って飲

みに行ってまう。このころは飲み屋とかで、飲み一本

ですわ。当時思いましてん、「これがおれの本性か

な」って。でも、博打とかは、親父と一緒に仕事を

やっているときは、やらなかったね。飲む方の遊びの

ほうにのめりこんでた。外で女は作ったりせん。生ま

れてこのかた、付き合ってから別れるまで浮気なんか

しなかった。男やから、花街には行ってたけどね。花

街っていうんは、芸者さんがお酒をついでくれたり、

踊ってくれたりするところ。大阪で言うと新町やね。

不相応に無茶しすぎたんやね、その時にギャンブルと

かせんかったから、そのままおやじに「新町で借金



 28 

70 万作ってしまった」と言うたんですわ。親が出し

てくれたからどうにかなったんやけどね。 
 このときの会社は親父と仲の良かった 2 人の仲間と

共同出資やったんです。そのうちの親父が長でやって

たんやけど、軌道に乗り出して 2 年目に一人欠けても

た。それで、二人でやってたんやけど、金銭的トラブ

ルが出てきて、片っぽは仕事量多く、片っぽは少ない

んやけど、どっちかにつけと親父が相方に言うたんで

す。けど、おやじは昔堅気の考えの人やから、お前の

好きなほうを取れって言って分裂さした。もちろん相

手はええ方を取るわな。それで、親父は梶原電気工業

を作ったんです。 
 1 年間は細々とやっていけたんやけど、1 年たった

ころから、仕事が回ってこんようになりまして。親父

もそのころええ年になっとって、あまり仕事に情熱

持ってなかったんです。だから、おやじは引退してお

れに継げ、て言うてきた。でも、まだまだ親父から学

ばなあかんことはたくさんあったし、まだ自分には無

理やってことになって、梶原電気工業は 1 年間で閉

まって、やめた。それから、3 か月は親父が退職手当

として出してくれたから、その間に仕事探さなあか

んってことになった。「この際、親離れしようや」と

嫁と話したんですわ。そのときは、娘が 3 歳やった。

それで、社宅のあるところを探すことにしました。 

 
運送会社で労組を立ち上げ 

 そのとき、運送会社が伸びてる時期やったんですわ。

社宅付きの運送会社を見つけて、電話した。そしたら、

二日後には社宅に入れるように手配してくれた。社宅

は 1 戸建てで家賃は 7000 円やった。仕事は 6 時 30
分から 20 時まで。この仕事は 4 年半やったんかな。

その頃に、ギャンブルとか悪い遊びを覚えてしまった

んやね。ギャンブルは、馬、競輪、他の賭博もやった。

それで、借金を 150 万してしまったけど、これも親

にまた助けてもらいました。 
 そうこうして 2 年後、会社で労働組合を立ち上げよ

うという動きが出てきたんです。わしもそれにだいぶ

関わってたんやけど、労働組合では共産系の全自運と

同盟系の民自運があった。全自運が一番熱心に立ち上

げをサポートしてくれたね。全自運が倉庫を借りてく

れて 2ヶ月くらいこっそりと週 2回勉強会を開いてま

した。でも、こういうのはなんでか知らんけど漏れる

んやな。漏れて、運転中にいきなり無線で社長室に呼

び出されて、行ってみると社長とか専務などの幹部が

全員いて、黙って封筒を渡された。中には札束が入っ

ていて、これで収めてくれと言われたんやけど、でき

へんって言って、「みんなの前で社長がそのことを

言ってくれ」と言うたんです。 
 そしたらその日のうちに全員での話し合いが持たれ

て、どうしても組合を作るんやったら同盟系統か、従

業員組合にしてくれって社長に言われた。共産系の労

働組合はすぐにストライキすることで有名で、中小企

業でストライキされて実際倒産しているところも多々

あると。やから、経営者はどうしても共産系はやめて

くれと言ってきた。そこで、全社員で土日話し合った

結果、組合は必要や、でもそれで会社が潰れてしもた

ら元も子もない、ということでまとまり、自分たちの

従業員組合をつくることになったんです。そこで、お

れが委員長に就任した。それで、2 年間やったんかな。

おれが委員長を辞めて顧問になったとき、急に次の委

員長になる書記長の羽振りが良くなった。いきなりい

い車に買い換えてたり、家を買ったり。まぁ、会社に

買収されてたんやな。そんなこんなで、社長に直に聞

きました。そしたら、社長が「あいつが委員長になっ

たら、ゆくゆくは組合を自然消滅させたいんや」と

言ってきた。それで、1 年間は我慢したんやけど、嫌

気がさして結局会社を辞めました。 
 やめたときは親に泣きついてどうにか暮らしてた。

仕事はほかの運送会社 3 社に行ったりしてた。そのこ

ろに子供が 3 人になった。そうこう 3年間していると

きに、またギャンブルに溺れた。その頃の娘の言葉で

今もよく覚えてる言葉があるんよ。上の子が小学校で

3 回転校してるんやけど、そのときに「家が変わるた

びに小さくなる。」って言われたこと。子供には苦労

させたと思てます。 

 
妻からの離婚話 

 20 年間連れ添った嫁さんと別れる時が来た。これ
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が人生の一番の転機やったなぁ。嫁さんには「女性関

係がなかったから今まで我慢できた」と言われた。そ

のとき、長女は高校出て、働き、18 歳で結婚するこ

とになったんです。そうして、半年後嫁さんから「別

れてくれ」って言われた。高校のときからの付き合い

やったから、何で今さら？と思ったよ。急で、びっく

りしたけど、分かってなかったんはおれだけやったん

やなぁ。親兄弟からは、「ようあの人辛抱したわ。遅

すぎるくらいや」言われた。そこまで我慢させてたん

やなぁ。下の子供が、中3と中 1やったけど、もう手

がかからへんからって。それからは養育費として一人

5 万円の計 10万円を毎月渡してた。 
 別れる前の昭和 62 年（41 歳）からタクシー会社で

働いてました。そこでも労働組合の幹部になってくれ

と頼まれたんやけど、前回のやつでこりごりやったか

ら、ただの執行部をやった。タクシー会社にいたとき

は、夜は会社の仮眠室や車の中でほとんど寝てた。途

中嫁と別れた後に寝る場所だけは確保ゆうて 3 年ほど

同僚と 6 畳の家を借りてたりもしてました。タクシー

の仕事はきつかった。一昼夜勤務でね。平成 5 年まで

の 7 年働きその後半年ほど失業保険もらってたかな。

それが 48 歳くらいで、それから少しして養育費の 10
万円を払わなくてよくなり、気が抜け働く気力が失せ

てしまったんです。一番下の坊主も高校卒業間近やっ

たし。気が抜けてから 2 年ほど何もせんとぶらーっと

してた。そんときは、母親にかなり無心して、苦労か

けたね……。家に行っても、親父にはていが悪いから、

陰で母親にゆうて、だいぶ支えてもらいました。 

 
築炉に出会い、働けなくなるまで 

 それからは税金のかからない仕事というか、日雇い

仕事をまぁ適当にちょこちょこやってました。で築炉

の仕事を本格的にやりだしたんは 54 歳のとき。タク

シーのとき借りてた家も、辞めたら実入りないし、

ちょうど建て替えで追い出されて、築炉の仕事に出合

う 1 年前から家がなくてカプセルホテルに泊まってた

んです。その場所で顔見知りになった人に築炉の仕事

を紹介してもらったわけやね。築炉の仕事は月によう

あって 2 週間しかない。そのかわり単価はいいんです。

やけど仕事がきつい。主に製鉄の溶鉱炉や焼却場の炉

などの補修や新築の現場仕事でね。30m くらい下に

降りて。炉を止めて 48 時間冷やしてからやっても、

それでも中の温度は 40 度から 45 度くらいあるんや

ないかな。やから、平均一時間仕事して一時間休憩と

いった感じやった。ひどい時には 30 分しかおれん

かった。目の前に真っ赤な鉄が流れ落ちて行くし、超

高温の現場で安全靴も半分くらい融けたりしたんやか

らな。築炉の仕事は会社の正社員が半分で、補助の人

が残り半分で寄せ集め。で、そのほとんどは高齢で

40 歳以下なんかほとんどおらへん。他で勤められへ

ん、仕事を選ばれへん人が来てたんですね。わしみた

いに家なしやったり。そういう人やないと我慢して続

けられんのです。そんなきつい仕事やから、高血圧は

バツで、一度、神奈川で鼻血が止まらなくなって血圧

を測ってみると、200／170 くらいあって、病院に行

けと言われた。けど、そんときは自己申告やったから

何とかなった。仕事始めた頃はなんともなかってんけ

ど、その環境が自分には合わんかったんかなぁ。60
歳前の秋、とうとう、兵庫の現場行ったときに、会社

の検診の高血圧のチェックで引っ掛かり仕事でけへん

ようになった。その時に、会社の親方から 30 万円も

らいました。親方は人を集めて、上から 1 人頭 1 万 7
千円貰う。それでわしらには 1人 1 万円ちょっとの給

料や。やから 1 日に 10 人集めたら 7 万円や。まぁ泊

まるとこなんかもいろいろ世話してくれるんやけどね。

それで辞めるときには 10 万でも 20 万でも包んでく

れるとは聞いとった。「働きたいのに、体の具合で辞

めるゆうて悪かったなぁ。我慢してくれ」てわしには

30 万。その 30 万に自分の 20 万の蓄え足して 50 万

円がそのときの全財産でした。 

 
良かった仕事・きつかった仕事 

 いろいろやった仕事の中でやりがいがあったのは、

親父と一緒にしていたときの海底ケーブルの仕事やね。

感謝もされ、工事完成すると嬉しかった。いろんな場

所に行くんやけど、五島列島なんかにケーブルを引っ

張ったときに地元の人から人足りんて、運動会出てく

れ言われたりね。住民の人がとても喜んでくれたし、
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仲良くなれたからね。やっぱりすごくやりがいがあり

ました。 
 悪かったというか、一番しんどかったんは築炉じゃ

なくてね、タクシーやったです。タクシーの仕事は今

までで一番きつかった。精神的につらいし、肉体的に

も、座りっぱなしで特に腰に負担がかかる。しかも、

完全歩合制でノルマ達成できんかったり、一日でも休

むとボーナスも給料もカットされよったんですわ。ど

んなに一生懸命にやっていたとしてもお客がおらん

かったら稼げん。きつかったですね。一人もんやバツ

イチでやってる人も多かった。 

 

野宿になってからの生活 

仕事も宿もなく 

 築炉を辞めてから 1 年くらいはカプセルホテルやら

映画館で寝たり。でも働いてないし、50 万円なんか

すぐなくなる。泊まったりしてたら、2 ヶ月ちょっと

やね。去年 5 月くらいから、泊まるのもできんように

なって、それでも公園で暮らすとかそんなんはできん

ようなプライドがあったんですわ。そんときの所持金

が 5万 4 千円。それでも暖かい間はなんとかなったん

やけど、秋になって寒くなると外では寝れんようにな

り、9月くらいに駅で暮らすようになったんです。 
 そんで、2 ヶ月ほどして、夜回りで鍋谷さんたちに

出会うたわけやね。そんときは所持金が 1500 円に

なっててどうしようかと思ってた。野宿になっても、

新聞紙とかをひいて完全に体を横たえて寝るのが、恥

ずかしかったんやね。でも駅の待合いで椅子に座って

寝ているのでは、ぐっすり寝れへんし、体もやすまら

ん。これから寒くなってくるし、お金もないしでどう

しようかと思っていた。そのころ夜回りに出会って、

神さまはおる、と思った。それから結局すぐ紹介して

もらった、敷金・礼金のいらないアパートに入れても

らって、そこで生活保護を受けることができたんです。 

 
これから 

 それから、生活保護でアパートで暮らしてたんやけ

ど、さらに市営住宅にも応募したら、それがいきなり

当たった。あと、調べてもらったら、結構年金かけて

たことが分かって、国民年金ならあと 34 ヶ月、厚生

年金なら 20 ヶ月かけたら、年金がもらえるんです。

さらに企業年金も 6 年かけてたので、それが出ると。

そこから足りない分の年金の掛け金を払うことができ

ると言われたんです。それで年金が満期になったら、

保護じゃなく、年金で暮らせると思う。あとは今の状

態が良くなったら 2、3 時間でも軽作業があれば働き

たいんです。うちの親父なんか 85 まで働いたからね、

わしも頑張って働かなと思てる。シルバー人材セン

ターの仕事とかでも、やりたいんやけど、順番待ちら

しいですね。 
 今子どもは、一番下の娘と連絡は取ってて、なんか

あったら骨だけは拾てくれよとゆうとるんです。娘経

由で、今年の 4 月に僕の母親が死んだことも知って、

写真だけ、形見としてもらってます。嫁さんは長男と

住んでるけど、全く連絡取ってない。そっとしておく

んがあの人の幸せやと思てます。 
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③松宮さんの聞き取り 

 「働きたいなぁ。体は動かさなあかん」 

  聞き手：藤室 玲治 三輪 真子 宮地 陽介 

 

■ 松宮さんとは、夜回りのときに都賀川公園のベンチで過ごしているところで出会った。野宿しながら、毎

日朝 5 時から仕事を探しにいって働いているということだった。「野宿生活は平気、こんなん何でもな

い」と言っていた松宮さんだったが、その後、住むところを探したいと言うようになった。行っていた仕

事が無くなったからだった。 

 

野宿になるまでの生活 

生まれと結婚、仕事 

 生まれは富山の山のほうや。今は名前とか合併で変

わってしもうとるから、仮にわしらが帰ろう思うても

ルート分からんし帰れんのや。 
 きょうだいは 6 人で下から 2 番目。1939 年生まれ

で今年 69 歳になる。終戦は子どもの頃であんまり覚

えてないけど、目の前でゴーン、ボン、ゴーン、ボン

爆発したのは見たで。富山市内の空襲は凄かったけど、

家は 4～5㎞離れとったからな。 
 家は農家やって、俺がおっても邪魔やから中学校卒

業して北海道に行ったんや。2 年くらいおってそれか

ら神戸に来て洋裁の仕事して、関西チップで 2～3 年

働いて本職の電気屋になったんや。20 年くらいかな。 
 北海道へは隣近所のおっちゃんと薬の販売で行った

んや。越中富山の薬売りやんか。あれは販売のノルマ

があって大変やった。札幌、別府、北見、小樽…色ん

なところ行ったで。言うてみればセールスやけどわし

は口下手やから嫌んなってやめたんや。 
 それから神戸に同級生がおって来た。いっぺん来て

みたのが運のつきやな。24 歳で住みこみで 5～6 年働

いた。男のワイシャツの仕立てとか礼服の細かいひだ

とかの裁縫の仕事をしたわ。ひだを作るのが一番苦労

したな。平野で 5 年くらいして、そのあと親父のとこ

ろで 1～2 年した。それから本山で家を借りて自分で

始めたんや。独立みたいな感じやな。 
 その頃、結婚して子どもができた。奥さんとは仕事

のつながりで出会ったんや。親父の連れと飲みに行っ

て、はじめ変なおばちゃんやなー思っとった。それか

ら何べんか会うようになったんや。27・28 歳くらい

で子どもができて、家で洋裁の仕事ができんくなった。 
 洋裁の仕事の後関西チップで 2～3 年働いたな。松

の木をチップにしてパルプにするんや。紙の材料にな

るんやな。そこは職人同士がべちゃくちゃ言いよって

嫌んなったからやめた。 
 それから本職の電気屋や。会社は三宮にあって下請

けしとって、配線渡したりとかほとんどが手元の仕事

やな。ちょーおもしろかったでー。その当時は（昭和

40 年代）神戸市で、市営住宅が建設ラッシュやって、

いろんなところ行ったわ。やるのは市営住宅ばっか。

21 時、22 時まで仕事して、2 時間くらい飲みに行く。

そんでまた仕事に戻ってたなぁ。寝ぇへん、寝ぇへん。

忙しくて帰りたくなかったんや。家も別々やった。 
 市営住宅やから、1 フロア 5～15 軒。それが 10 階

建て以上が多かったんや。電気の配線前に壁をつける

大工がおってようけんかしたわ。ビスならまだまわし

て取れるけど、ホッチキスでパチンと壁つけられたら

困るんや。何べんやられたか。鉄パイプ振り回したよ。

むこうはポンポンやっていくけど、うちらは配線用に

木に穴をあけて線入れていくから 1 軒に半日以上かか

る。わしは変なことするとカチンとくる方やからな。

今でもそうや。ポートアイランド、須磨、名谷、妙法

寺……そこらへんの市営住宅やったわ。 
 話しとったら懐かしくなってきたなぁ。ほんまにお

もしろいで。天井の厚さが薄くて 10cm も無いところ

があってな、入るすきまがなくてほんまは柱なんて

切ったらいかんのやけど柱に溝作って埋め込んだりし
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たわ。ようごまかしたもんや。配線は床を通したらい

かんくて、天井を通すもんなんや。これは決まりやな。 
 だんだん仕事がなくなって、市営住宅とか公園の

ポールの建て替えみたいなバイトしたわ。縦横

50cm50cm、深さ 1m くらいに穴掘って水銀灯立てる

こともしたなぁ。あれは全部手掘りなんや。狭いし石

とか木の根っこがあって機械は入らへんからな。4 人

くらいの職人同士で誰が早くできるか競争した。わい

わいやって楽しかったなぁ。そんな時は飯がうまかっ

た。仕事して飯食って飲んで、家帰ったらバタン

キューやわ。 
 定年前に、神戸大学で水銀灯を立てる仕事をしたぞ。

生協のプレハブの前あたりや。そのときは、図面が無

くて配線を掘り当てるのに苦労したぞ。 

 
震災のときの様子 

 震災のときは、避難所で過ごしていた。家の近くに

に聾盲学校があって、そこにテントはろうかと思った

ら、学校の中にいれてくれた。みんなが出ていってた

がわしは最後の最後までおったから、8 月になって出

て行けっていわれた。それから家を探しても見つける

のに 1 月くらいはかかった。ほんまやのう。地震が

あったんやのう。10 年もたったらわすれてもうてる

わ。それもいい思い出や。 

 
定年後家を出るまで 

 65 歳で定年になってそれからは 2～3 年バイトした。

バイトは税が取られんらしいからな。そしたらある時、

今月 6 月いっぱいで辞めてくれ言われたんや。しゃあ

ないから辞めたんやけど、辞めた後に一気に税が取ら

れたんや。言ってた話とちゃうやないか。その会社の

経理のヤツがちゃんとやっとらんかったんやな。4 万

弱くらいずつ 2 年にわたって年 4、5 回とられたで。

均等にとってくんや。 
 ほんで奥さんには「使いこんだんちゃうか？」言わ

れるやろ。ぐちゃぐちゃ言われるし、この年になって

けんかするのも嫌やんか。奥さんは口が立つ方やし、

わしは口下手やから殺される思うてわしから出て行こ

思ったんや。楽んなろうってな。それに、孫がうちに

来て暴れるんやけど、奥さんは叱るんや。そんなもん

子どもやから暴れるやんか。奥さんが叱るんも嫌やっ

てそこからルンペン生活始めたんや。 

 

野宿になってからの生活 

家を出てから 

 わし自身食べないかんから、たまたま飛び込みで人

材派遣会社に行った。年齢的に 8割 9割ダメやと思っ

たけど、次の日からずっと仕事がもらえたんや。うそ

言うのは嫌やから 68 歳て言うたで。書類書かないか

んからな。そしたら「おっさん髪白いでもっと上なん

とちゃうか？」聞かれて。この白髪は子どもの頃から

や。中学ん時には白かったでぇ。それやからいじめら

れとったんやけどな。まぁ、生きとるか分からんけど

後 3、4 年たったら真っ白になるやろ。それが楽しみ

なんや。中途半端嫌いやから。 
 家を出た日から都賀川へ行って大石からダイエー辺

りまで移動しとった。同じところにおられへんからな。

そしたら昼間に警官にやられたんや。16 時くらいか

なぁ。寝とったら若い警官が来てな、食って掛かった

わ。どこにおっても俺の自由やんか。 
 野宿してたときの仕事は、土方をやっとった。大阪

行ったり、姫路行ったり、加古川行ったり……。解体

の片づけとかやっとった。それからコンクリの気泡を

取るやつをやったりとかな。仕事をせんやつに限って、

えらそうなんや。どこに行ってもそうや。それを言う

本人がな、自ら動いてみて、文句言うんなら、わしら

も納得すんねん。言うもんは言うだけ言って、どこに

行ったんかと思ったら下にジュース買いに行っとんの

や。そういう仕事も年が明けてったらない。今の時期

でちょっと出てきとんのかなぁ。 
 わしは警備は嫌いやねん。ぼけーっと立っとくだけ

やん。それに、警備しとっても止まらんやつもおるん

や。道のどまんなかで止まれ止まれ言うとんのに止ま

らんから、怖いやんか。特に若いもんとか。だからな、

あほやっちゅうとんのや。ありゃあ、早う死ぬしかな

いわ。朝８時から晩の５時までぼけーっと立っとくだ

けやと足が痛いんや。まだ体を動かしとうほうがまし
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や。また警備の方がお金も 500 円か 1,000 円くらい

安い。親方が風呂行ってこいゆうて、仕方ないから行

くんやけど、お金を出してくれんから、それが腹がた

つねん。親方はがめついもん。みんな文句言うとうも

ん。文句言うくらいならみんなで親方に言えばえぇね

ん。 
 昔、一緒に仕事しとった運転手がビールを 3 本も飲

んでから運転しとった。一緒に乗っとうだけでわしら

にとばっちりくるから、いややったけど社長に言われ

とったから仕方なしに乗っとった。知らんふりしとっ

たけどな。高速乗ってとばすから、それが怖い。現場

行くまでになんべんもパーキング寄ってお酒を買って

たから、イライラした。8 時までに行かなならんのに。

向こう着いてからばたばたせなならんかったから。そ

れからはそいつと一緒に仕事するのがいややったから

断ったんや。それから仕事がまわってこんようになっ

た。 
 野宿してるときは 1日 1食くらい。仕事がある時は

昼飯がついとうから。仕事があるときでも朝飯はくわ

ん。食べとう時間がない。パンは 99 円ショップで

買ってた。セブンイレブンでは 2 個で 100 円を買っ

とった。 
 野宿生活はなんのつらいこともない。パンの１個も

食べれて、寝るとこさえあれば大丈夫やった。石のか

たいとこやと痛いけどな、それでも寝れるだけましや。

夜はうるさい若者が騒いどうのがうるさかったけどな。

警察に言われたときもわしは食ってかかっとった。一

応文句を言うだけ言うて、どっか行っとってまた時間

たったら帰ってきた。夜は遅うに来て、朝は早うに出

る。それがわしの主義やった。 
 またあそこで寝ろと言われても、もう仕事がないか

もしれんから無理やな。一番長いときでまるまる 1 ヶ

月なかった。3～5 月はそもそも仕事がない時期やっ

たんやが、ひと月に 1つや 2ついれてくれてもええや

んか。仕事がないときは何も食べずに水ばっかり飲ん

どった。 

 
更生センターでの生活 

 更生センターの話は野宿し始めた時は知らへんかっ

た。野々村さんが夜回りに来た時に、いっぺん行って

みぃというから行ったんや。でもあない臭いとこ、と

てもじゃないがおれん。 
 たいがいは二段ベッドの上でおったんやが、下の人

がごちゃごちゃうるさいわけや。朝もパンが１個しか

もらえんかった。 
 あそこには半年くらいおった。３月ごろの冬の間、

寒かったからなぁ。最初に行った時、職員の人に、歳

が歳だから上の更生センターの方に入れと言われたが、

書類がいるからと言われたんや。わしはそういうのが

面倒で嫌やから、断った。だが、正月だけは、３日く

らいそこで過ごさせてもろうた。普段はうっとうしい

やつが多いんやが、そこはよかった。団体生活だから、

仕方ない面もあるやけどな、みんな行くところがなく

て来ているんやから、助け合って過ごすものやと思っ

とったんや。それを縄張り意識のようにとやかく言っ

てくるやつがおって、そういうのは嫌やった。また上

におるもんもおるもん。偉そうやったわ。職員は優し

すぎて、みんながつけあがっておった。やっぱり言う

べきときはきちんと注意せんとな。 
 休みの日も朝早くから出ていかなならんかって、不

便やった。5 時から 5 時半くらいの間に出ていかなあ

かんねん。休みの日くらいゆっくりしたかった。雨の

日も出ないといけないと思い込んでいて、時間を潰す

のがなんぎやった。誰も雨の日はいていいなんて、教

えてくれんかったし。 
 ぶどうパンか食パンを支給された。冬場だけはカッ

プラーメンをようもろうたが、お湯がないから食べら

れへんから、職場のやつにあげた。その場で食べる分

にはいいけどな、ご飯を食べて帰って来てるのに夜に

そんなもん食べられへん。好意でやってもらってるこ

とやから、文句は言うたらあかんけどな。 

 
夜回りの人との出会いから生活保護の申請へ 

 夏の頃に、出会うたんやが、なんでわかったんか

なぁと最初は思った。あそこにはようけおったで、わ

しが暮らしとったところは。暮らし始めたときは、も

う誰もおらんかったけどな。 
 駐輪場におるのは時間つぶしや。変に思われるのが
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嫌やから。夜回りの人と会うためにあそこに行っとっ

たんや。前にいっぺん毛布を 2 枚もろうたんやが、そ

の日使って、次の日仕事に持っていけんから、手すり

に頑丈にまいて、「とるなよ、とったら殺すぞ」と書

いていたが、それでもやっぱりとられたんや。それか

らはもう悪いと思ってもらわんかったけどな。 
 わしはあんまり生活保護を受けたくなかったんや。

自由がきかんし、仕事で稼いでも取り分のお金は減る

ばっかりやから、いややったんや。1 日 8,000 円が月

に 15 回もあったら御の字や。今の国民年金よりずっ

と多い。今の国民年金は介護保険などを払ったら、月

に 5万円しか手元に残らない。家賃を別にして5万く

れたらなんとかやれるかもしれへんけどな、それじゃ

絶対に無理やぞ。 
 6 月くらいにはものすっごく忙しく、日曜日も仕事

が入ってきた。最初の冬までは。朝の 5 時半くらいか

ら出て行っていた。後の半年は行っても仕事がなく、

はずればっかりやった。これじゃもうあかんなぁと

思った。 
 年変わったくらいから、やばいなぁと思いはじめた

んや。どっちみち世話になるんやったらと思うて早い

段階から申請したんや。それでもなかなか許可がおり

んかった。銀行の口座に振り込んでほしかったんやが、

無理やと断られたから、まあ暇やし月に 2 回くらいは

ケースワーカーのお姉ちゃんの顔をみにくるわと言っ

た。何か心配ことはないかと言われたけど、そんなも

ん言うてもしかたないことやから言われへんって言っ

たんや。 
 貸付金は 1 万円しか貸してもらえんかったから、ケ

チやなぁと思った。2 万くらいぽーんとださんかぁと

も思ったんや。だからケースワーカーのお姉ちゃんに

上のもんに言っとけといったが……。1 週間毎にもっ

と言ったら増えたんかな。あんまり言うてもあかんけ

どな。 

 
アパートに入って 

 ここに入ってから 2 ヶ月くらいや。今は奥さんや家

族とは会いたいとは思わん。思うたらこんなところに

おらへん。こないだ国民年金がきとってむこうの住所

の上にここの住所がはっとったから、郵便局にいって

違うぞと言ってきた。 
 ここで暮らしててもなんもすることがないから、暇

や。やることっていったら洗濯物くらいや。こないだ

水道代の請求が 2 ヶ月分いっぺんにきてどないしよう

かなぁと思ったぞ。電気やガスは大丈夫やが、水道は

洗濯とかでかかっとったのか……これから川で洗おう

かなと思う。きれいな水ではないけどな。 
 仕事をもらいに一応行っとうが、ないんや。正社員

が仕事なくて遊んどうくらいやもん、バイトに仕事が

まわってくるわけがない。行っても仕事はないが 8 時

に追加があるから、待てよと言われて待っとうが結局

仕事はまわってこん。働きたいなぁ。体は動かさなあ

かん。 
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第 4 章 参加者の感想 
 

 岸 洋平 関 優里香 田中水彩 中村祥規 

 鍋谷美子 野々村 耀 藤室玲治 村川奈津美 

 山本かえ子 

 

 

 

 
 

 

２年経って初めて 

岸 洋平 

 

 個人的なことになるが、私が夜回りに参加し始め

てもうすぐ 3 年は経とうとしている。ただ、どうい

うわけか自分でも分からないが、夜回りの中で野宿

している人に話しかけたことがこれまでほとんどな

かった（話を振られたりすると、何らかの答えを返

すことくらいはしていたが）。夜回りの中では一人

ひとりと話している時間は限られているから、自分

が話に入ることで、肝心な相談に乗ったり、最近の

調子を聞くための時間がなくなってしまうのではな

いか、活動は 2 週間に 1 度しかないのだからと遠慮

（変な気遣い）をしている面は確かにあった。しか

し、それ以上に自分から話をしたいという気持ちも

なければ（実際にそれまで話をしなければなんとな

く寂しいという気持ちも持ったことはなかった）、

無意識のうちに野宿している人に対して、自分から

一歩引いていたというのが本音であったのかもしれ

ない。夜回りで大事なことは、ものを配ったり情報

を与えると言うことよりも、話をすることだという

ことは分かっていた。2 年も関わっているのに、そ

れがほとんどできない自分が行っても、せいぜい記

録係くらいしか役に立たないと思っていた。 
 今年の最初の方の夜回りで、初めて自分から野宿

している人に話しかけた。それがいつでどんな内容

だったかはもう覚えていないが、それにはすごく勇

気が要ったのは覚えている。その野宿している人か

らの返答はまさに普通の人からのそれだった。どう

いう言葉を返されると予想していたかは今となって

は忘れているが、ただ話しかけるということに躊躇

したり、勇気を出しているあたり、野宿している人

と「普通の人」に線を引いていたということなのだ

ろう。普段会うような人なら、何も考えずに話しか

ければいいし、2 年経って初めて自分から話しかけ

るということは、まあまずない。それがなぜ、こと

野宿している人に限ってはこれほどまでに違いが現

れたのだろうかわからない。野宿している人は、世

間ではこういう偏見を持っている人が多いけど実際

はこうなんだよ、といった類の話は幾度と無く聞い

てきて、分かっていたつもりにはなっていたが、結

局は知識として知っていただけで、感覚として理解

はできていなかったということが今の自分なりの結

論だ。最近夜回りに参加して間もない人が野宿して

いる人に何か話やら質問やらしているのを見ている

と、知識として偏見が解けるのは誰においても画一

的に起こることだが、それを本当にものにできるの

かは個人によってかなり差異があるものだと思わさ

れる。自分の場合それに時間がかかる人だったのだ

ろう。 
 それからは少し沈黙があると自分から話を振った

●写真 灘チャレンジで「空き缶集め」の

ゲームを行って、子どもに野宿の問題を伝

えている学生たち。(2008年6月1日） 
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り、気になることがあれば聞くようにしてきた。そ

うして 2 年経って初めて野宿している人と精神的に

向かい合って話していると、頭に浮かんできたこと

がある。夜回りにおいて大事なのは、話をするとい

うこともそうだが、もっと大切なのは会うことその

ものではないのだろうか。今まで野宿している人が、

なぜ夜回りの時間にちゃんとそこにいるのかを考え

たとき、夜回りがあるってことを知ってるし、他に

用事も無いみたいだからくらいにしか考えていな

かった。そうではなくて、待ってくれているのだ。

誰か知っている人と会うというのは尊いもので、私

も最近勉強に追われて家と大学の往復だけの生活が

続いて、誰とも連絡をとっていなかったが、気が滅

入りそうになっていた。少し大げさに思えるかもし

れないが、世界と自分が切り離された感覚すら覚え

た。そんな中で少し外出した先で、知り合いにあっ

たときの嬉しさはやはり何にも代えがたいものが

あった。野宿している人も、人間ならばそれは全く

同様のはずだ。ましてや不景気で仕事がないと言わ

れている昨今、1 人で何もせずに過ごすしかない時

間を疎ましく思っている人はたくさんいるはずだ。

野宿している人においては、それは更に深刻だろう。

そんな中で「自分に会いに来てくれる人」は心の支

えになるはずだ。 
 私はこの一年のうちに何度か昼回りの方にも参加

したが、そのときも同じことを感じた。やはり皆訪

問を待ってくれていた。入院している間はすること

も無く（テレビなども見ているとお金がかかったり

する）、退院させられた後もどうなるか不安な中で、

毎週忘れず話をしに来る人がいるということはやは

り何も考えずに訪問していた私が思っている以上に、

その当事者にとっては大きなことなのかもしれない。 
 月に 2 回だけでも、確実に誰かと会って話をする

ことが出来る。その一見基本的とも思える夜回りの

重要性に 3 年近く経って初めて気付かされた一年

だった。 
 もちろん、平然と違法に運用されている生活保護

を受給できるように手助けをしたり、襲撃がこの前

あったと申し入れをして、ちゃんと見ている人がい

るということを示すといったことも軽視できない。 
（きし ようへい） 

 

 

夜回りに参加して 

関 優里香 

 

 私が夜回りに初めて参加したのは 2008 年の 4 月

でした。きっかけは 6 月に毎年開催している、学生

が作るお祭りの中で空き缶を集めて 1 キロを集める

ゲームをすることです。もともと、野宿関係の活動

をされている方たちが同様のお祭りをしたと聞き、

子ども向けのゲームの部署担当の私は、同様のゲー

ムをしようと考えました。発信をするこの私たちの

祭りで、野宿をしている方の事を子どもたちやその

親御さんにも知ってもらおうとしたのです。そのた

めにも、自分が野宿をしている方の事を知らなけれ

ば、とおもったのです。実際に祭りでは、子どもた

ち向けに紙芝居を作って、クイズも交えながら、話

しながら楽しく少しでもためになるゲームにできた

と思います。夜回りで、野宿される方が収入にして

いるアルミ缶の事をお聞きしたり、中学生が橋の下

で野宿している方を襲撃したという話を聞き、ゲー

ムで子どもたちの野宿している方への偏見が少しで

もなくしたいという自分の動機が一層高まりました。 
 恥ずかしいことですが、私はずっと野宿をしてい

る方を怖いと思っていました。親にも、東京の駅で

見たホームレスを見ちゃだめよ、と言われてきまし

た。でも、夜回りに行ってやっぱり思っていたほど

怖くはないと思いました。みなさん、生きるのに一

生懸命で、ちょっと世渡りが下手で、大事にしてい

るものもあって……。一口に野宿者といっても、い

ろんな人がいて、一口に危険だ、怖いっていえるも

のではないのです。 
 こんな事を、祭りでみんなに知ってもらえていた

ら嬉しいです。 
 あの頃、怖くてろくに話しかけもできなかった私

が今では、公園の知らないおじさんとも話せるよう

になりました。あの方も人間的に素敵な方だった…
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…住んでいる場所や人間関係など、下手したら自尊

心を傷つけてしまいはしないかと、怖いですがやっ

ぱり人が人に興味を持って、その人の事を知ろうと

するのは悪いことではないはずです。 
 今後のかかわり方としては、運転手でもできたら

なあと思い、免許取得中です。野宿している方と、

何回もあって関係性を築いていくのは、参加回数か

らして私には難しいですが、せめて活動が滞りなく

続くように、まずは運転できるようになります。 
（せき ゆりか） 

 

 

夜回りに参加して 

田中 水彩 

 

 私が野宿者支援に興味を持ったのはオーストラリ

ア人の先生の一言がきっかけでした。 

 その先生曰く「日本の homeless people が通行人た

ちに施しを要求しないのは日本人が冷たいからじゃ

ないのか」「住所がないと社会保障を受けられない

のはおかしい。社会保障が一番必要なのは住所のな

い人だと思う」「彼らの数とか、どれくらいがアル

コール依存症かとか鬱病かとか、そういうことは

ちゃんと調べられてないのか？（ちなみにいずれも

政府レベルでは調べられていないそうです）」とい

うことでした。 

 その時私は自分が野宿者について全く無知である

ことに初めて気づき、外国人である先生の方が日本

の野宿者を取り巻く状況について意見を持っている

ことに衝撃を受けました。 

 そういうわけで夜回りに参加するようになりまし

た。 

 野宿している人や夜回りを長くしている人と話し

て思ったことは、しっかりと自尊心を持っていて

「他人の世話にはなりたくない」と思っている人が

少なくないんだなァということです（もしかしたら

「迷惑かけたくない」かもしれませんが）。 

 夜回りで配っているものを受け取らない人が沢山

いることは今まで持っていた「支援」のイメージか

らして最初はとても意外でした。 

 しかしその一方で路上で衰弱死してしまう人がい

ることも知りました。 

 小学校以来、憲法のもと「人として最低限度の生

活」は保障されていると教えられていたので――だ

から「ホームレスは好きでああして暮らしてる怠け

者」という話を漠然と信じていたのですが――、多

くの人が色々な理由（住所がない、家族がいる、な

ど）をつけられて生活保護を受けられずにいる事実

を知って、「もしかして憲法ってフィクションなの

か……？」と、かなりがっかりしました。 

 自分が偏見を持っていたことにも気づきました。

夜路上で寝るのは怖いだろうし、視線が苦痛に違い

ないし、好き好んでそんな暮らしを選ぶ人はいない

という全く当たり前の感覚を今まで野宿している人

にあてはめて考えようとしなかったのが我ながら不

思議です。 

 私自身が将来職を失ってどうしようもなくなるこ

とだってあり得るのに（こう思えるのも野宿者が怠

けもので野宿生活をしているのではなく、寧ろ必死

で働いているのだとわかったからかもしれません

が）。 

 野宿をしている人たちと直接接することができた

おかげでその種の想像力を持てたことと自分がとも

するとそれを手放してしまうことがあると認識でき

たのは私の中ではかなりの発見と進歩でした。 
（たなか みさ） 

 

 

不安定ということ 
中村 祥規 

 

 夜回り準備会の活動に関わるようになって、ほぼ

2 年が経った。まだまだ分からないことだらけとい

うのが正直な実感ではあるものの、継続して訪問し

ている人については、その人の生活や人となりが、

少しずつ分かるようになってきた。同時に、野宿の

ひとに顔を覚えてもらうことも増えてきた。小さな

ことかもしれないが、自分の存在が相手に認知され
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ているというのは、うれしいことだと思う。 

 だがその一方、この 1 年の間に会えなくなった人

も少なくない。その中には、公園などからの立ち退

きを迫られて、会えなくなってしまった人もいる。 

 このことは私にとって、思っていた以上にショッ

クなできごとだった。行政や地域住民からの立ち退

き要求を、私たちは「追い立て」などと呼んでいる

が、「追い立て」がしばしばあることについては、

すでに知識としては知っていたはずだった。また、

活動に参加するようになってからも、話にはよく聞

いていた。けれど、自分なりに人となりを知るよう

になった人が、ある日突然いなくなる、というのに

は、それまでとは違う喪失感があった。なにしろ、

野宿状態にある人がそこからいなくなれば、まった

く連絡のとりようもなくなるのだ。野宿生活がきわ

めて不安定なものであることは、頭では理解してい

たつもりだったが、それが目の前に現実として現れ

ると、あらためて愕然とさせられた。 

 公園などで野宿している人は、公園を利用する他

の人にとっては、目障りな存在かもしれない。だが、

野宿している人にとって公園での生活は、その人が

とりうる最善の生活であることがほとんどだという

のが、夜回りに参加するようになっての私の実感だ。

多くの人は、家を失うというきわめて限られた状況

の中で、周囲に迷惑をかけないようできるかぎりの

配慮をしつつ、自分ができるかぎりの生活を築いて

いる。それが、苦情などのわずかな力で容易に崩壊

してしまうことに、何ともやるせない思いがした。 

 野宿している人の生活はしばしば、不安定な生活

と形容される。昨年の今ごろの私はそれを、どちら

かといえば「ふつうの生活に比べて」「収入や医療

などの面で」不安定な生活という意味でとらえてい

たように思う。だが、不安定というのは、生活その

ものが不安定であるというだけでなく、その不安定

な中で営んできた生活がいつ維持できなくなるか分

からない、という意味での不安定さも指すのだと思

うようになった。野宿している人を「追い立て」る

人はたぶん、そういう不安定さにはなかなか目が向

かないのだろうと思う。じゃあ、それをどうすれば

いいのかといえば、なかなか考えがおよばないのだ

けど、ひとまず活動を通じて見えてくる課題につい

ては、目をそらさないようにしていきたい。 

（なかむら よしのり） 

 

 

やりたいからやる 
鍋谷 美子 

 

 

 そこから旅立つことは とても力がいるよ 

 波風たてられること きらう人ばかりで 

 でも きみはそれでいいの 

 楽がしたかっただけなの？ 

 僕をだましてもいいけど 

 自分はもう だまさないで 

（「サヨナラCOLOR」by SUPER BUTTER DOG） 

 

 感想がなかなか書けずに今（2009 年 2 月 2 日！）

に至る。今回は報告書作り作業自体も難航した。メ

ンバー各自の仕事や進路状況が大きく変わってきた

こともある。よくも悪くも、私たちは動いて、もが

いている。来年度にはこれまで一緒にやってきたメ

ンバーが何人か物理的に夜回りに参加できなくなる。 

 さて、どうなるのかしら……と他人事のようにば

かりは思ってられないのだけど、でも、私たちが変

化していく状況も、やっぱりすごく社会の中で、社

会の動きに連なりながら起こっている。 

 今日たまたま立ち読みした少女マンガ雑誌

（「NANA」とか連載されてるメジャーなやつ）の

中のある女子大生を主人公にしたマンガで、ふつー

に就職難、や高学歴ワーキングプアとかが（用語と

してやけど）、散りばめられてた。不況で先がみえ

ないよ〜みたいな。それをリアルタイムに読む人た

ちには、そういう厳しい状況が「ふつー」なのだ。

気が付けばバブルもはじけて不況だった頃に学生時

代を過ごしたロスジェネ世代（あたし）のように。 

 野宿の問題に関わっていると、そういう「ふ

つー」の状況が、じつは全然普通じゃなくて、おか
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しいことの積み重ねで起こってきた人災のようなも

のだと実感する。だから、まず「ふつー」という認

識を、「それ違うねん！ いっぱい作られてきたり、

騙されてきてるねん！」と言って訴えていかないと

いけない。でもそのこと自体にものすごくエネル

ギーがいる。自分の生活にキュウキュウとしている

中で、世の中の大方の意見とたたかう、っていうの

は、そりゃあしんどい。 

 ２章にも少し書いたけど、夜回りをする／される

人の境界が曖昧になってきていると感じる。「私た

ちもしんどい！」と大声で言いたい。べつに余裕が

ありまくるから、夜回りしているわけではないんだ。

野宿の問題に関わることを通して、自分たちがもう

少しラクに生きられる社会をつくりたい。そこがつ

ながっているから夜回りを続けているんだと思う。 

 だから、状況がキツくなろうが、人が減ろうが、

いろんなやり方で、できることをやるしかないし、

やりたい。 

 やりたいからやる。そこからしか。 

 

（ずっと「ふつう」ってなんやねん！と言い続けて、

抗い続けてきた友人が昨年死んだ。はじめに引用し

たのは、その子がときどき公園で歌っていた歌。私

ももともと好きで、でもその子とはちょこちょこぶ

つかったりしてて、お、アンタもこれ好きなんや、

とひそかに思っていた。私（たち）は世の中に落ち

ているありふれた、ふとしたことで、すぐにしゅん

となり、くじけてしまいそうになる。でも抗い続け

るために勇気をもらう、そんな歌・ことばも生まれ

続けてる。私や、あなたへ。） 

（なべたに よしこ） 

 

 

我々と彼ら 
野々村 耀 

 

 あるとき、僕は、隣人愛が嫌いだ、といったら、

若い人に「？」という顔をされました。で、隣人愛

という言葉は、元々「隣人を愛し、敵を憎め」とい

う教えだった。つまり、仲間は大切にし、そうでな

い者には、冷たくすべし、という思想だ、といいま

した。 

 内と外、敵と味方、彼らと我々……人を区分けし、

分断するような考え方や、実践は社会に満ち溢れて

います。 

 この冬、年末年始にかけて、「年越し派遣村」が

話題になり、マスコミも契約期間中なのに解雇され

た人々を何とかしなければならないという言葉を繰

り返しましたし、厚生省なども、突然施設への泊り

込みを（短期間ですが）認めました。仕事と住むと

ころを同時に、奪われた人々を放置していいのか、

という訳です。そのこと自体には、賛成です。しか

し、奇怪なことに今回の派遣切り以前に、仕事と住

まいを無くした人のことは、無視されています。 

 例えば小泉改革と称して、リストラ旋風が吹き荒

れたとき、仕事と住居を失った人々（それ以来野宿

生活を強いられている人々）は、今回の救援対策の

対象ではありません。私たちの神戸でも、震災で

ホームレスになった人々（その方たちは被災者と呼

ばれてホームレスとは呼ばれなかった）は、避難所

や仮設住宅や震災復興住宅が、用意されるなど、も

ちろん不十分な点は多々あったのですが、救援の対

象とされたのですが、震災以前に野宿生活を強いら

れた人々は「元々のホームレス」といわれて、救援

対象ではないとされました。 

 いろいろな理由づけをして、おなじ状況にある人

を、分離し、選別する思想を正しいとするか、おぞ

ましいとするか、あなたはどちらですか。 

 正社員と非正規の労働者……あの人たちは派遣だ

から首になっても仕方ないというような感覚が、つ

い最近まであった、或いは今もある。非正規雇用の

労働者がものすごく増えたのは、確かにここ数年で

す。しかし、港や、建築現場などで働く日雇い労働

者はこれまでも、明日の仕事、今日の仕事があるか

どうかわからなかった。 

 実は昔から、大企業の社員は、臨時雇いの労働者

や下請けの人をどれほど見下げてきたことか。 

 こんなことを考えていると、私たちの夜回りの元
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になった、神戸 YWCA の震災救援センターの体験

は貴重に思えます。公的な避難所に入りにくい、支

援を受けにくい被災者を公園などに訪問していたと

き、「あっちのテントには行かなくていいよ」とい

われて、「どうして？」と聞くと「あの人は震災前

からのホームレスだから」といわれたが、同じじゃ

あないかと思って、訪問を続けた。これが YW の今

の夜回りの始まりだったと聞いています（僕はその

とき別の救援センターにいたので、自分の体験では

ありませんし、今の夜回りのメンバーは近年参加し

た人ばかりなので、このエピソードは、いわば伝承

です）。 

 しかし、震災の後、沢山の避難所で「うちの避難

所にはホームレスはいない（いれない）」ことを誇

るような空気があったのは事実です。この人は助け

るにあたいする、あの人はあたいしない、という線

引きを出来る思想の怖さ。そんな線引きは出来ない

と思ったところから夜回りが始まったということを

大切にしたい。 

 ある地域で、野宿している人に数人の生徒が石を

投げたことがあって、教育委員会や近隣の学校に話

しに行くと、「権利の前に、義務があるから」とい

うようなことを言われたことがあります。野宿して

いる人は（何のことだかわからないが）、義務を果

たしていないのだから、余り権利を主張することは

出来ないだろう、と思っているようなのです。しか

し「命の大切さ」は教えている、と。どうして今の

社会で野宿にまで追いやられるのかを突き詰めて考

えない（知らない）で、「命」一般は尊いというこ

とだけでは、何も教えたことにならないといっても、

そういうことには触れたくない様子でした。 

 

 アメリカでは「我々はひとつ」という掛け声が響

いています。本当に線引きナシに、対等に生きられ

るのならすばらしい。しかし、実際には対立がある

のに、それを覆い隠すために、「ひとつだ」という

のなら、「実際にはひとつではない」といわねばな

らない。それに、ひとつである「我々」の外に「彼

ら」がいるなら、望むべきひとつではない。あから

さまな、線引き（我々と彼ら）も拒み、偽りのひと

つも拒んで、誰もが対等に生きられるようになるた

めに、努力しよう。 

（ののむら よう） 

 

 

「失われた1年」？ 

藤室 玲治 

 

生活保護申請に同行して 

 2007 年 7 月から 2008 年 7 月の間（以下、この 1

年というとこの期間を指す）を振り返ると、3 人の

方の生活保護申請に同行したというのが個人的には

大きな経験であった。 

 それまでは、野々村さんについて行って、申請の

場に同席させてもらったことがあっただけだった。

それが初めて、当事者と私だけで申請同行するよう

になったのが、この 1 年間のことであった。もちろ

ん、野々村さんには度々、電話で相談しながらのこ

とであった。 

 そうなったのは、別に私がしっかりしていて同時

に生活保護についての知識が豊富だったから組織的

な分担として任された、ということでは全然ない。

比較的、昼間自由に動けること、自動車を自由に使

えること、その他、たまたまに申請に行く当事者と

の関係があったことなど、まぁ、成り行きによって

そうなったということだと思う。 

 3 件の事例の中では、保護申請が受理されず、福

祉事務所と押し問答というようなシーンはなかった。

ただ「細かい」ことがいつも問題になる。カッコつ

きなのは、それは当事者にとっては実に困ったこと

になるから細かいとはとても言えないということだ。 

 例えば、布団のこと。野宿の状態から申請してい

るのだから、布団など持っていない。だから、早急

に手配してもらわないと部屋で寝れないのだが、こ

れが一筋縄ではいかない。以前、野々村さんと一緒

に西区のアパートから保護申請同行したときには、

区役所がその日の晩までに布団を手配してくれたよ

うに覚えている。しかし、私が手がけた内 2 件の
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ケース（東灘区）では、そうはいかなかった。その

日の晩までに布団を入れさせるということはできな

かった。結局は、保護決定までの間の貸付金で、自

分で購入するということになった。この貸付金が、

申請した日に貸してもらえる訳ではないのが、また

困るのだ。 

 また役所は、実に気軽に「また明日の朝に来て下

さい」というのだが、当事者にはその交通費がない。

同行している私から貸すということも度々である。

要は「野宿していた人」が申請して使うときに、き

め細かく対応できる制度にはなっていないのである。 

 そんな「細かい」ことは、支援団体が埋めればよ

い……ということでは筋が違うとも思う。要はきめ

細かな対応をまずもっては運用として、進んでは権

利として確立することが、私たちの仕事であろうか

ら。その過程においては、確かに私たちが埋めるの

ではあるが、同時に「私たちが埋めなきゃならんの

はおかしい」と思わなくてはならない。しかし、そ

う張り合うのは、またしんどいことだと感じたこの

1 年であった。 

 

「失われた 1年」？ 

 2008 年度というのは、夜回り準備会にとってひと

つの曲がり角になる年度であった。昨年の「参加者

の感想」に書いたが、2003 年ないし 2004 年から活

動を始めたメンバーが、本会の中心を担っているが、

その半数近くが、様々な事情で 2009 年度からは今ま

でのようには活動には関われないことが予期された。

なによりまず、私自身が博士課程を修了した後、ど

うなることか分からないということで 2008 年度は始

まった。 

 そうであればこそ、新たな世代の育成に力を注ぐ

ことができればと思ったのではあるが、十分には果

たせなかったところである。 

 この報告書に寄せられている感想文の執筆者数の

減少（3 号報告書 17 人→4 号報告書 9 人）が、私た

ちの活動の広がりの弱まりを明瞭に示しているよう

に思われる。そして、来年度はそれこそ、もっとし

んどくなっていくことが予想される。こうした状況

に対して、組織的に対応することができなかったと

考え、私は 2008 年度を「失われた 1 年」と規定した

ことがある。 

 今、私として、無理にこの夜回り準備会が維持さ

れる必要もないのかも知れないと思う反面、若い人

が野宿の問題に出会うことのできる、貴重な実践の

場（関さんや田中さん、岸さんの感想文が示す様

に）が、ここでひとつ失われるとしたら、それはあ

まりにももったいないとも思っている。 

 「失われた 1 年」という私の規定は、内部的にい

くつかの批判にさらされた。ここで全面的に批判に

回答することはできないが、いくつかの論点を受け

入れるとしたら、確かにこの表現には、この 1 年で

得られたものを無視してしまう嫌いがある。私が、

私自身と周囲の状況の変化を柔軟に受け入れること

ができずに、イライラして出てきた規定じゃないか

というような批判は、私の心理学的解剖としては正

鵠を射ていよう。 

 得られたものを数え上げよう。無理なことは整理

しよう。そうやって前に進むしかない。 

（ふじむろ れいじ） 

 

 

あの日壊された心は「そんなにここにいて

はだめですか？」と叫んでいたのだろう 

村川 奈津美 

 

 「HOME」とはなんだろうかとたまに考える。 

 一日の仕事を終え、おんぼろ原チャに乗ってちっ

こいアパートに帰る。大好きな唄をかけてメイクを

落としたら、「私」が広がっていく。 

 でもこれが不思議なことに、例えば風邪なんかひ

いて 1 日ずっと家にいると、いやそうでなくとも、

誰にも会わずに過ごしてしまった１日は、何をして

も、いつまで経っても、「私」が広がっていかない

のである。 

 これは村川が単に寂しがりやなだけかもしれない

が、「人間は社会的動物である」とはよく言ったも

ので、社会の中で、なんらかの交渉事を行ってこそ、
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人間は人間らしい感覚を味わえる……と言うと言い

過ぎなうえに語弊があるかもしれないが、「つなが

りが居場所」だと思う。そういう意味で、私にとっ

ての「HOME」はもはや神戸である。この地に根付

いた人間関係がある。朝が来れば、行くべき（行か

なければならない）場所もあるし、するべき（しな

ければならない）こともある。大学、活動、仕事…

…「むぅ＊の現実」が広がる社会は、少なくとも今

はここ神戸にしかない。神戸を離れることになった

ら、私は生きていけなくなるかもしれない。たとえ

今より広くてきれいで暖かい寝床を用意されても、

である。 

 だから、「追い立て」や「排除」というものに遭

遇すると、怒りとか、悲しみとか、それを通り越し

て、どうにも言葉では言い表せない気持ちになる。

心が崩れそうになる。どこかから「全力で拒絶し

ろ！」という命令が下されたかのように、心が勝手

に暴走し出しているから、私の頭のほうは、それを

抑えることに必死だったりする。それが抑えきれな

くなったのが、長居公園の代執行の時だったのだろ

う。「理不尽に居場所を奪われる」ということに、

言いようのない恐怖心を抱いているのだろう。私自

身、こうして立っていられるのは「HOME」がある

からだから。 

 「日本の社会はいつからこんなに冷たくなったの

だろう」ともたまに考える。 

 公園などの公共の場所に住むことに関してはいろ

んな意見があると思う。でも、「あそこにホームレ

スがいるからなんとかしてくれ」なんてことを言う

ひとには「あんたらみたいなひとがいるから、

『HOME』less なひとがどんどん再生産されていく

んだよ」って言いたくなる。誰にだってその地に根

付いてきた暮らしや人間関係があるのだから、「野

宿状態でなくなれば良い」とか、「自分の前からい

なくなれば良い」とか、そう簡単に言えるものでは

ないはずだ。もちろん、こんなに社会に人間がたく

さんいたら、それぞれの暮らしが相容れないという

状態はどうしても起こってしまうと思うから、そこ

は調整が必要なところではあるとは思うが、一方的

に圧力をかけて排除とかは、良くないと思う。どう

してその地に根付かざるを得なかったのか、そうい

う想像力を働かせることが必要だと思う。なのに一

方的に排除するから、みんな「HOME」をなくして

いくんだよね。 

 最近、自分のやりたいことはソーシャルワークな

んだなってつくづく思う。「ソーシャルワークとは、

社会福祉援助のことであり、人々が生活していくう

えでの問題を解決・緩和することで、利用者の質の

高い生活を支援することを言います。支援を行うう

えでも既存の社会サービスで足りないものがあれば、

制度も含めた社会資源の開発も行います」って、こ

れコピペなんですけど（笑）。コピペはさらに続く。

「ソーシャルワークの要はずばり、面接です。面接

を通して利用者の抱えている問題の核心、利用者の

求めているものや必要としているものを明らかにし

ます。これらが明らかになることで『誰が、どのよ

うな方法で、どのような解決をしていくのか』と

いったソーシャルワークを実践していきます」 

 なんか、ひととして人と接するうえで当然のこと

が書いてあるような気もするんですが、これを読む

限り、「問題」は私たちが規定するものでは決して

ないのだと思う。「こうあるべき」は、私たちが一

方的に押し付けるものではないのだろう。私たちが

最初にするべきことは、耳を傾けること、相手に寄

り添うこと、だと思う。そして、相手に最も良い選

択肢を提示……まではできなくとも、最良の選択が

できるように、できる限りのことをする。 

 でも、「社会がこうあるべき」ということはいく

らでも申し入れていくべきだと思う。だから、こう

いう報告書とか作ってみたりする。 

（むらかわ なつみ） 

 

 

語ること、しんどさについて、雑感 
山本 かえ子 

 

語りの解釈は相手に委ねられている、という恐怖 

 私が今回話を聞かせてもらった小河さんは、警察
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に容疑をかけられ、冤罪で 4 年間も拘束状態のよう

な環境に置かれた人だった。「こんな劇的な人生も

あるのか！」と、驚きの連続だった（詳しくは、聞

き取りの内容を参照）。 

 その後、テープ起こしをしてもらった原稿を持っ

ていって読んでもらい、後日訂正箇所を聞いた。そ

のとき、小河さんは以下のように話していた。 

 

 この原稿を友人に読んでもらったら、「これ

だと、あんたがひどい目に遭ったことばかりで、

ホームレスがどんなにしんどいんか、伝わらへ

んで。一般向けには『ホームレスってこんなに

しんどいんや、かわいそうなんや』ということ

を書かないと。『ええ格好しいや』と思われる

だけちゃうか」、といったようなことを言われ

たわ。 

 

 このことを聞いて、「語れども語れども、その受

け止め方はあくまで相手に委ねられてしまうのだ」

という、一種の恐怖を感じた。自分がどれほど思い

を訴えていったとしても、相手にそれが伝わる

ちょっとした糸口がないと、伝わらない。小河さん

の語りは、私たちの報告書に載るということで、一

般に“「ホームレス」の語り”だという枠から見ら

れざるを得なくなってしまう。 
 夜回りの活動はホームレス状態の人々のところを

まわる活動だが、つきつめていけば人間たちの生き

方について問い直す活動につながっていく。私は一

方で歴史の研究をしているが、歴史の研究活動だっ

てそうだ。ただ、「人間たちの生き方を問い直す」

とすると、焦点がぼやけてしまう。「ホームレス」

のことを伝えていくことで、排除されてしまいがち

な人々と排除する人々が共に生きやすくなる社会を

つくっていくことに努めたいと思う一方で、小河さ

んや他の人の語りに「ホームレス」というフィル

ターをかぶせてしまうことへのためらいも感じる。 

 

しんどさ、について 

 しんどさを口に出し、伝えるということ。 

 しんどさを受け止めること。 

 私はその両方とも、うまくできずにいることが多

い。 

 しんどさを相手に伝えるとき、いろいろ考えてし

まう。こんなしんどさなんて、実はちっぽけなもの

で言うに足らないものなのではないか。何よりも、

しんどさを口に出すことは弱みをさらけ出してしま

うことであり、恥ずかしい、見せたくないという気

持ちもある。 

 しんどさを負わされている当の相手に向き合って

「しんどい」と言うのは、なおのこと勇気がいる。

関係性が壊れてしまい、もう対話の糸口も見出せな

くなってしまうかもしれない。隠しておくほうが、

自分にとっても相手にとっても楽であると考えがち

だ。 

 「しんどい」と言うとき、自分はより弱い立場に

立ってしまう。強がりな私は、未だにしんどさをう

まく語れずにいる。しかし、語らないと相手に伝わ

らないし、「自分と相手の間」という、より客観的

なところに置くことで、少しでも自分のしんどさを

和らげようとすることもできない。だから、少しず

つでも、口に出せるようになりたいと思う。 

 逆に、しんどさを語っている相手を傷つけてし

まったことがある。自分のしんどさを語る相手に対

して、ともに考えるつもりで、「あなたのしんどさ

はこれが原因ではないか」と突き止め、楽にさせよ

うとした。そうしたら、逆に、私の指摘が相手を追

いつめ、さらにしんどくさせてしまったのである。 

 繰り返しになるが、「しんどい」と言うとき、人

はより弱い立場に立ってしまう。そして、「しんど

さ」を語っても、その解釈は、傷つけられた相手な

ど受け止める側に委ねられてしまうのである。その

恐怖にさらされながら、人は「しんどさ」を語って

いる。まずは相手のしんどさを受けとめること、そ

れによって自分もしんどくなるときもあるけれど、

それを避けるため「解決」を装って、自分なりに解

釈を加えたり原因を突き止めたりするのを抑えるこ

とも、ときには必要だということを、肝に銘じたい。 

 夜回りでまわっているとき、回っている側はほと
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んど自分のことを語らない。訪問したときに出会っ

た相手には、より「しんどいこと」を聞き出そうと

しがちになる。そのしんどさに対して、「こうした

ら」と、解決策らしきものをすぐに提示しがちにな

る。「しんどさを語るのは、より弱い立場に立つこ

とになり、それ自体がしんどいことなんだ」という

ことを心に置きながら、夜回りや歴史研究など、い

ろいろなことに取り組んでいきたいと思う。 

（やまもと かえこ） 
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付録 追い立てについてのビラ  
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ご協力ありがとうございました 
 

神戸YWCA夜回り準備会 会計報告 
（期間：2007年 4月１日～2008年 3月 31日） 

 
【収入】 (単位：円) 

項目 金額 備考 
カンパ 187,896  44件 
助成金 530,000  兵庫県社会福祉協議会ボランティア活動助

成金・財団法人大和証券福祉財団ボラン

ティア活動助成・兵庫県共同募金会平成19
年度NHK歳末たすけあい義援金 

事業収入 45,000  講演録売上 
その他 87,200  神戸大学ボランティア講座謝金・神戸市シ

ルバーカレッジ授業実施謝金・灘チャレン

ジ売上 
合計 850,096   

【支出】 (単位：円) 
項目 金額 備考 

プログラム費 107,516  灘チャレンジ・年末年始炊き出し等 
交通費 121,773  駐車料・ガソリン代 
通信費 9,747  活動報告書発送・振込手数料 
印刷製本費 308,260  活動報告書作成・チラシ印刷費等 
消耗品費 85,019  年末下着寄贈・蚊取り線香・カイロ・薬等 
備品費 95,650  プリンター・住宅地図 
書籍費 4,500   
管理費 117,631  分室維持管理・人件費等 

 
合計 850,096   

 
 2007 年度（2007 年 4 月 1 日から 2008 年 3 月 31 日まで）、及び 2008 年 4 月 1 日から 2009 年 1 月 31 日

の間に、以下の方々より、夜回り準備会のために活動資金や物品などの寄付をいただきました。記して感謝い

たします。万が一、お名前がもれています場合はご一報いただけましたら幸いです。 
 
2007 年度（2007 年 4 月 1 日から 2008 年 3 月 31 日まで） 

鈴木誠也 岡本建志 篠崎八恵子 日本 YWCA 中央委員会 津田昌夫 粟山次朗 鶴崎祥子 村田由夫 

野々村耀 西島明子 島本健二 清水公明 田中晃 林祐介 片山恵 北のコタン宮田洋子 大竹胖 牧野哲

西山秀樹 田花安子 平木貴美子 岩崎滋 福田信介 二関実枝 川辺比呂子 寺内真子 田口隆弘 

鍋谷美子 吉田英三 小泉浩 岡田有生 尾藤光一 （以上順不同・敬称略） 

 

2008 年度（2008 年 4 月 1 日から 2009 年 1 月 31 日まで） 

西島明子 吉田英三 柏木妙子 大久保生子 高田康夫 天野永治 津田昌夫 武田多美 鶴崎祥子 

斉藤順子 林祐介 清水純子 園部りえ子 清水公明 中山茂 野々村耀 中村祥規 村川奈津美 松田公平 

井上みち子 森崎武雄 下田隆清・鄭秀珠・由楽 飯濱玲子 長澤毅 岡本祥浩 島本健二 鈴木孝子 中田 

法身如道有馬吉徳 斉木あきら 車田博子 小泉浩 （以上順不同・敬称略） 

 

参加者募集 
 神戸YWCA 夜回り準備会では、活動に参加する方を募集しております。会の目的にご賛同いただけるのなら

ば、どなたでもご参加いただけます。2008年度も以下の日程で活動を実施しております。なお参加される際に

は、事前にその旨を神戸YWCAの担当（山本）までご一報下さい。 
 
  ■夜 回 り：毎月第2・第4 土曜日 神戸YWCA 分室（中央区坂口通 5-2-16）に 18:00 集合 

   ※初参加の方へは活動のあらましを説明するオリエンテーションを行いますので、17:00 に集合してください。 

  ■病院訪問：毎週 1 回、週により月曜日か木曜日に実施 昼から 

   ※参加日時・集合場所については事前にお問い合わせ下さい。 

 

【お問い合わせ】 〒651-0093 神戸市中央区二宮町 1-12-10 担当・山本 

            TEL：078-231-6201 FAX：078-231-6692 E-mail：office@kobe.ywca.or.jp 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

神戸 YWCA 夜回り準備会 活動報告書 Vol.4 初 版 2009 年 2 月 13 日発行 

 

 編 集 今西裕哉・五明泰作・中村祥規・鍋谷美子・野々村耀・藤室玲治・三輪真子・宮地陽介・村川奈津美・山本かえ子 

 発 行 神戸 YWCA 夜回り準備会 

【神戸 YWCA本館】 〒651-0093 神戸市中央区二宮町 1-12-10 TEL：078-231-6201 FAX：078-231-6692 （担当・山本） 

【神戸 YWCA分室】 〒651-0063 神戸市中央区坂口通 5-2-15 神戸 YWCA 分室 TEL & FAX：078-221-5111 

【E-mail】office@kobe.ywca.or.jp 【URL】http://www.kobe.ywca.or.jp/index.html 

【郵便振替】 01100-0-10298 名義：神戸基督教女子青年会 

【銀行口座】 三井住友銀行 三宮支店 (普)1015232 名義：(財) 神戸 YWCA 

※夜回り準備会へのご寄付は、郵便振替用紙にその旨明記するか、上記連絡先にご一報ください。 
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